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改築を行っていた羽前小松駅舎が完成し、３月22日に竣工式典とオープニング
セレモニーが行われました。写真は出発の合図を行う「１日駅長」となった小松小
学校１年（３月22日現在）の森谷玲央くんと遠藤奏奈さん。（→関連記事P10）

主な内容
小松小学校新設ほか P2～4
新農業委員紹介 P5
平成26年度川西町職員配置 P6～7
町のニュース P10～11

改築を行っていた羽前小松駅舎が完成し、３月22日に竣工式典とオープニング
セレモニーが行われました。写真は出発の合図を行う「１日駅長」となった小松小
学校１年（３月22日現在）の森谷玲央くんと遠藤奏奈さん。（→関連記事P10）

生まれ変わった
羽前小松駅

かわにし
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少
子
化
の
状
況
を
ふ
ま
え
将
来
に
お
け
る
小
学

校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
「
あ
す
の
川
西

町
の
小
学
校
を
考
え
る
協
議
会
」
を
平
成
25
年
５

月
に
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
３
回
の
協
議
会
開
催
と

保
護
者
・
町
民
の
方
と
の
懇
談
会
の
内
容
を
ふ
ま

え
、「
将
来
の
町
内
小
学
校
学
区
の
再
編
の
方
向
性

（
考
え
方
）」
及
び
「
学
区
再
編
の
基
準・ル
ー
ル
化
」

に
つ
い
て
、
検
討
（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

こ
の
検
討
（
案
）
に
関
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
下
記
に
よ
り
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
26
年
２
月
15
日
号
の
町
報
「
特
集
：
小
学

校
学
区
再
編
を
考
え
る
」
の
中
で
児
童
数
の
推
移

予
測
や
保
護
者
・
地
区
懇
談
会
で
の
主
な
意
見
・

要
望
等
を
紹
介
し
た
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
参
考
と
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
意
見
募
集
を
行
う

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
会
で
の
記
録
等
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
こ
れ
に
対
す

る
協
議
会
の
考
え
方
と
と
も
に
整
理
し
た
う
え

で
、
今
年
度
も
保
護
者
・
地
区
懇
談
会
を
開
催
し

な
が
ら
、
学
区
再
編
整
備
計
画
を
策
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
な
お
、
個
々
の
ご
意
見
に
は
直
接
回
答
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

「
町
内
小
学
校
の
学
区
再
編
整
備
に

関
す
る
検
討
項
目
」
に
つ
い
て
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

■ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
期
間  

4
月
15
日
㈫
〜
５
月
9
日
㈮

■ 

意
見
等
の
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課
へ
意
見
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
意
見
等
の
提
出
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、
最
終
日
消
印
を
有
効
と
い
た
し
ま
す
。

【
住
所
】
〒
９
９
９

－

０
１
２
１　
川
西
町
大
字
上
小
松
１
５
５
９

－

３

 

川
西
町
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
０
２
３
８

－

42

－

３
１
５
９

【
電
子
メ
ー
ル
】kyoikusom

u@
tow

n.kaw
anishi.yam

agata.jp

【
町
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】http://w

w
w
.tow

n.kaw
anishi.yam

agata.jp/
kyouikubunka/ogata.htm

l

（
１
）
将
来
の
町
内
小
学
校
学
区
の
再
編
の
方
向
性
（
考
え
方
）
に
つ
い
て

　
　
①
児
童
数
の
推
移
に
基
づ
き
教
育
効
果
の
充
実
を
図
る
た
め
、
小
学
校
の
適

正
配
置
（
再
編
整
備
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
②
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
（
※
）
の
向
上
を
優
先
と
す
る
。

　
　
（
※
）
教
育
環
境
の
向
上
：
適
切
な
学
校
規
模
（
社
会
性
・
協
調
性
の
育
成
）

　
　
③
児
童
の
教
育
環
境
を
維
持
す
る
う
え
で
、当
面
、１
学
年
１
学
級
以
上
（
複

式
学
級
の
解
消
）
の
編
成
を
適
切
な
学
校
規
模
と
す
る
。

　
　
④
当
分
の
間
、平
成
18
年
計
画
に
あ
る
２
校
案
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、今
後
、

概
ね
10
年
内
に
統
廃
合
の
個
々
の
検
討
を
進
め
、
再
編
後
の
町
内
小
学
校

数
□
校
を
め
ざ
す
。

　
　

 

※ 

□
校
に
つ
い
て
は
、
今
後
今
、
具
体
的
な
学
校
数
を
検
討
す
る
も
の
で
す
。

（
２
）
学
区
再
編
の
基
準
・
ル
ー
ル
化
に
つ
い
て

　
＊
統
廃
合
を
検
討
す
る
基
準
、
検
討
の
開
始
段
階
を
い
つ
に
す
る
か

　
①
こ
れ
か
ら
複
式
学
級
が
発
生
す
る
と
見
込
ま
れ
る
１
〜
２
年
前
か
ら

　
②
完
全
複
式
学
級
の
学
級
編
成
が
見
込
ま
れ
る
１
〜
２
年
前
か
ら

　
③
地
域
や
保
護
者
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
等
の
合
意
を
得
て
、
検
討
要
請
を
受
け
た
次
年
度
か
ら

問町教育総務課 教育施設グループ
☎４２－６６５９

●
小
学
校
の
学
区
再
編
整
備
に
関
す
る
検
討
（
案
）

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

【
会
場
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら
】

４
月
16
日
㊌　
み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
！
お
友
達
と
仲
良
く
な
ろ
う
！

４
月
25
日
㊎　
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
遊
ぼ
う

５
月
13
日
㊋　
避
難
訓
練・ミ
ニ
講
座「
身
に
つ
け
て
お
く
と
安
心
！
命
を
守
る
救
急
救
命
」

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

  

４
月
21
日
㊊  

５
月
19
日
㊊　
　
申
込
先
・
問
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

  

言
語
聴
覚
士
に
よ
る
こ
と
ば
の
相
談
室
を
月
に
１
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

  

要
予
約
で
す
の
で
、
下
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。  

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
だ
よ
り

　
平
成
24
年
５
月
か
ら
耐
震
改
築

を
行
っ
て
き
た
、
小
松
小
学
校
の

新
校
舎
が
本
年
３
月
に
完
成
し
、

新
学
期
か
ら
新
し
い
校
舎
で
子
ど

も
た
ち
が
元
気
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
３

階
建
て
の
校
舎
は
、
中
廊
下
の
吹

き
抜
け
が
特
徴
的
で
、
開
放
感
の

あ
る
造
り
と
な
っ
て
お
り
、
教
室

の
天
井
な
ど
は
木
材
の
風
合
い
を

活
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
あ
た
た
か

み
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
階
段
脇
に
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
２
か
所
設
置
さ
れ
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
て
い
る
ほ
か
、

太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置
し
た
こ

と
に
よ
り
、
環
境
学
習
の
要
素
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

が
１
階
に
設
置
さ
れ
、
利
用
し
や

す
く
親
し
み
や
す
い
施
設
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

▲体育館と並ぶ新設校舎

　
使
い
や
す
く
親
し
ま
れ
る
校
舎
と
な
っ
た

小
松
小
学
校
を
多
く
の
町
民
の
方
に
ご
覧
い

た
だ
き
た
く
、
新
校
舎
の
見
学
会
を
行
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

期
　
　
日　
４
月
27
日
㈰

■ 

受
付
時
間  

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

　

 

当
日
小
松
小
学
校
で
受
付
く
だ
さ
い
。

※ 

お
車
で
お
越
し
の
際
は
、
国
道
２
８
７
号

よ
り
学
校
敷
地
東
側
か
ら
お
入
り
く
だ

さ
い
。
な
お
、左
図
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

■ 

見
学
方
法　

午
後
２
時
か
ら
参
加
い
た

だ
い
た
方
全
員
で
校
舎
内
を
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。
30
分
程
度
の
見
学
時
間
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

■  

持 

ち 

物　
ス
リ
ッ
パ
等
内
履
き

小
松
小
学
校
の
新
校
舎
の

見
学
会
を
行
い
ま
す

▲すべて洋式となった　
水洗トイレ（男子トイレ）

▲吹き抜けとなる１階中廊下は明るい光が差し込む

小
松
小
学
校
が
新
設

▲図書室 ▲ルーフデッキ（３階）

▲音楽室 ▲階段脇にはエレベーターを設置

▲広々とした廊下（２階）

▲正面玄関

▲教室
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新
し
い
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
う
農

業
委
員
会
委
員
の
改
選
が
行
わ

れ
、
22
名
の
委
員
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
去
る
３
月
20
日
㈭
に
第
一
回
川

西
町
農
業
委
員
会
総
会
が
開
催
さ

れ
、
会
長
に
登
坂
賢
治
委
員
、
会

長
代
理
に
大
沼
藤
一
委
員
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
農
業
委
員

は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

農業委員会
会長

【
東
沢
地
区
】

【
吉
島
地
区
】

【
玉
庭
地
区
】

【
中
郡
地
区
】

【
犬
川
地
区
】

【
小
松
地
区
】

【
大
塚
地
区
】

内山雄次郎
（洲　島）

寒河江利廣
（洲　島）

須貝　寿裕
（朴　沢）

平　知惠子
（玉　庭）

細谷　則雄
（下奥田）

山田　良一
（時　田）

黒澤　一利
（下小松）

鈴木　秀男
（莅）

井上　要一
（高　山）

牛谷　清海
（大　塚）

佐藤　総一
（高豆　）

金子　秀美
（上小松）

加藤　敏之
（上小松）

大沼　藤一
（西大塚）

星野　廣志
（吉　田）

　
農
業
委
員
会
は
、
農
業
者
の
公

的
代
表
と
し
て
町
に
設
置
さ
れ
た

行
政
機
関
の
一
つ
で
す
。
農
地
の

売
買
や
転
用
の
審
査
を
は
じ
め
、

農
地
の
利
用
関
係
の
調
整
等
、
地

域
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
町
民
へ
の

広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
農
業
者
の
身
近
な
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
。

登坂　賢治
（上奥田）

江袋　　實
（黒　川）

髙橋　睦子
（吉　田）

小形　耕一
（尾長島）

新野　勝廣
（吉　田）

新野庄右エ門
（玉　庭）

髙橋　文勝
（上奥田）

登坂　賢治
（上奥田）

（高豆　）

農
業
委
員
会
の
任
務

　
平
成
25
年
11
月
15
日
号
町
報
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
募
集
し
ま
し
た
旧
第
二
中
の
名
称
に
つ
い

て
は
、
町
内
外
、
川
西
中
学
校
、
置
賜
農
業
高
等

学
校
の
生
徒
さ
ん
か
ら
多
数
応
募
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
名
称
選
定
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
、
神
奈
川

県
川
崎
市
在
住
の
赤
羽
和
親
さ
ん
の
作
品
「
川
西

町
交
流
館
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。「
多
く
の
人
が

訪
れ
交
流
す
る
素
晴
ら
し
い
施
設
と
な
る
よ
う

に
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
た
作
品
で
す
。
ま

た
、
３
月
19
日
の
３
月
定
例
議
会
で
川
西
町
交
流

館
条
例
が
公
布
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
一
部
供
用

（
体
育
館
フ
ロ
ア
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ピ
ロ
テ
ィ
）

を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
交
流
館
施
設
と
し
て
の
全
面
供
用
開
始
は
平
成

28
年
４
月
１
日
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。　

　
多
く
の
人
が
気
軽
に
集
え
る
施
設
、
愛
さ
れ
る

施
設
と
し
て
多
数
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
全
面
供
用
ま
で
内
部
改
修
工
事
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
不
便
を
お
掛
け
し

ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
一
部
供
用
開
始
に
伴
う
貸
出
範
囲
と
料
金
に
つ
い
て

　
川
西
町
交
流
館
の
貸
し
出
し
は
、
川
西
町
交
流
館
条
例
及
び
川
西

町
交
流
館
条
例
施
行
規
則
に
基
づ
き
使
用
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
次
の
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■ 

受
付
場
所　

　

 

町
総
務
課 

財
産
管
理
グ
ル
ー
プ

■ 

使
用
申
込
方
法　

　

 

使
用
を
申
し
込
む
場
合
は
、
総
務
課
内
財
産
管
理
グ
ル
ー
プ
に

備
え
付
け
の
申
込
申
請
書
に
よ
り
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

申
し
込
み
の
際
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
願
い
ま
す
。

■ 

貸
出
で
き
る
場
所　

　

 

屋
内
運
動
場
（
体
育
館
フ
ロ
ア
）、屋
外
運
動
場
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）、

ピ
ロ
テ
ィ
（
期
限
付
き
）
と
な
り
ま
す
。

（
※
１
）
屋
外
運
動
場
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
の
使
用
は
積
雪
の
状
況
に

よ
り
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

（
※
２
）
ピ
ロ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
改
修
工
事
が
継
続
し
て

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
工
事
着
工
（
７
月
上
旬
予
定
）
ま

で
の
貸
し
出
し
と
な
り
ま
す
。

●川西町交流館条例別表 抜粋
　（運動場等を使用する場合）

使用区分  使用料の額
 半日 １日 夜間

 屋内運動場 ２,３７０４,７５０ ３,５５０

屋
外
運
動
場

屋外運動場
の全部を単
独で使用す
る場合

２,３７０４,７５０ ―

屋外運動場
の半分を単
独で使用す
る場合

１,１９０２,３８０ ―

ピロティ ７９０１,５８０ １,１８０

減
免
基
準

（１）町及び交流センターが主催する行事
　　 及び事業に使用するとき　免除
（２）指導者が引率し、町内の児童生徒が
　　 団体で使用するとき　免除
（３）社会教育関係団体が使用するとき　
　　 １００分の７０
（４）その他町長が特に減免を認めたとき
　　 １００分の５０

旧
川
西
第
二
中
の
名
称
が
決
定
し
ま
し
た

「
川
西
町
交
流
館
」

と
し
て
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
出
発
し
ま
す

＞＞＞詳細についてのお問い合わせ
問町総務課 財産管理グループ ☎４２－６６５１

♥♥ 川西町交流館の 愛 称 を
 募集します
　「多くの人が訪れ交流する素晴らしい施設
となるように」という願いが込められた名称
に決定しました。
　今後、多くの人に愛され、利用いただける
施設、親しみやすい施設として愛称を募集し
ますのでご応募をお待ちしております。
　なお、応募いただいた愛称ついては、その
後愛称選考委員会（仮称）を経て決定します。
■ 募集内容　平成２８年４月から供用予定
の川西町交流館の愛称

■ 募集期間　平成２６年５月１日～３１日
■ 応募方法　はがき（封書も可）に次の必
要事項を記入の上【〒９９９－０１２１ 
川西町大字上小松１５６７ 川西町役場総
務課】まで送付ください。

■ 必要事項　①川西町交流館の愛称　
　②愛称の理由　　③応募者の住所、氏名
■ 応募作品の取り扱い
　①採用する愛称は１点とし、採用者には記
　　念品を贈呈します。
　②採用作品は、必要に応じ補作する場合が
　　あります。
　③採用作品の著作権は、川西町に帰属します。

旧
川
西
第
二
中
の
名
称
が
決
定
し
ま
し
た

「
川
西
町
交
流
館
」

と
し
て
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
出
発
し
ま
す



町報かわにし　67　町報かわにし 平成２６年４月１５日 平成２６年４月１５日

町
　
長
　
原
　
田
　
俊
　
二
　
　
副
町
長
　
髙
　
橋
　
　
　
款

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
長
　
小
　
野
　
庄
　
士

調
整
監
　
島
貫
啓
一

総
務
課
　
課
長　
（
島
貫
啓
一
）

　
行
政
管
理
主
幹
　
井
上
憲
也

　
　
総
務
主
査
　
田
中
和
広
　
主
査
（
奥
村
大
祐
）　
主
任
　
鈴
木
ル
ミ
子

　
　
主
事
　
朽
木
惇
、
金
子
春
香

　
危
機
管
理
主
幹
　
金
子
征
美

　
　
危
機
管
理
主
査
　
大
河
原
孝
如
　
情
報
管
理
主
査
　（
金
子
征
美
）　
主
事
　
関
川
守

　
財
産
管
理
主
幹
　
今
野
正
登

　
土
地
管
理
専
門
員
　
堀
内
広
幸

　
　
施
設
管
理
主
査
　
寒
河
江
哲
也
　
自
動
車
運
転
手
　
竹
田
博
昭
、
齋
藤
広
則
、  

　
　
竹
田
牧
人
、
川
﨑
政
弘

総
務
課
付
（
置
賜
広
域
病
院
組
合
派
遣
）

主
幹
　
今
野
辰
也
、
佐
藤
賢
一
　
主
査
　
伊
藤
聡
子
、
髙
橋
豊
文
、
梅
津
郭
文

総
務
課
付
（
山
形
県
企
画
振
興
部
派
遣
）

主
任
　
米
野
宏

総
務
課
付
（
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西
消
防
署
併
任
）

課
長
　
鈴
木
秀
次
　
主
幹
　
渡
部
恭
介
　
主
査
　
小
林
寿
昭

企
画
財
政
課
　
課
長
　
遠
藤
勝
則

　
総
合
計
画
策
定
室
長
　
後
藤
哲
雄

　
　
総
合
計
画
策
定
主
査
　（
後
藤
哲
雄
）　
主
任
　
髙
橋
陽
一

　
政
策
調
整
主
幹
　
滝
田
浩
一

　
　
政
策
調
整
主
査
　
神
尾
亜
希
之
　
広
報
統
計
主
査
　
會
田
美
由
紀

　
　
主
事
　
鈴
木
栄
、
小
林
由
惟

　
経
営
管
理
主
幹
　（
遠
藤
勝
則
）

　
　
改
革
推
進
主
査
　
井
上
明
子
　
財
政
主
査
　
中
山
宗
隆
　
主
事
　
江
袋
征
太

　
　
主
事
補
　
安
部
幸
宗
（
新
規
採
用
）

ま
ち
づ
く
り
課
　
課
長
　
鈴
木
浩
之

　
地
域
づ
く
り
推
進
室
長
　
髙
橋
光
好

　
　
地
域
づ
く
り
推
進
主
査
　
小
林
俊
一
　
交
流
推
進
主
査
　
横
沢
雅
弘
（
県
か
ら
派
遣
）

　
　
主
任
　
小
形
崇
洋
　
主
事
　
須
貝
健
斗
　
主
事
補
　
金
田
実
佳
子
（
新
規
採
用
）

　
生
涯
学
習
主
幹
　
佐
東
順
子

　
　
生
涯
学
習
主
査
　
中
野
ゆ
か
り
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
主
査
　
齋
藤
雅
美
　

　
　
文
化
振
興
主
査
　
齊
藤
敏
明

住
民
生
活
課
　
課
長
　
阪
野
正
則

　
住
民
生
活
主
幹
　
鈴
木
千
恵
子

　
　
戸
籍
住
民
主
査
　
内
谷
浩
美
　
生
活
安
全
主
査
　
鈴
木
和
子
　
主
任
　
孫
田
之
絵

　
　
主
事
　
須
貝
真
奈
美
、
梅
津
智
史
　
主
事
補
　
寒
河
江
桜
子
（
新
規
採
用
）、

　
　
堀
越
拓
弥
（
新
規
採
用
）

　
環
境
衛
生
主
幹
　
五
十
嵐
義
文

　
　
環
境
衛
生
主
査
　（
五
十
嵐
義
文
）　
主
任
　
玉
木
和
威
　
主
事
補
　
大
平
麻
人

税
務
収
納
課
　
課
長
　
佐
藤
善
朗

　
町
税
主
幹
　
原
田
智
和

　
　
住
民
税
主
査
　
渡
部
浩
明
　
資
産
税
主
査
　
小
倉
繁
樹
　
主
任
　
菊
地
絵
梨
子

　
　
主
事
　
髙
橋
利
幸
、平
百
合
、髙
橋
司
、鈴
木
健
久
朗
　
主
事
補
　
川
崎
俊
輔
（
新
規
採
用
）

　
収
納
主
幹
　
針
生
富
雄

　
　
収
納
主
査
　
黒
澤
直
樹
　
主
任
　
寒
河
江
陽
子
、
山
田
耕
司
　
主
事
　
小
林
善
久

健
康
福
祉
課
　
課
長
　
淀
野
芳
広

　
福
祉
主
幹
　
大
滝
治
則

　
　
福
祉
主
査
　
安
藤
美
樹
　
主
任
　
齋
藤
久
美
子
、
竹
田
紀
子
、
平
山
敦
子

　
　
主
事
　
田
宮
悠
佑
、
玉
田
絵
里
子
　
主
事
補
　
片
倉
壮
（
新
規
採
用
）

　
医
療
給
付
主
幹
　
齋
藤
富
士
雄

　
　
医
療
給
付
主
査
　
大
友
登
貴
子
　
主
事
　
村
田
麻
美
、
今
野
あ
い
、
平
間
恵

　
健
康
主
幹
　（
淀
野
芳
広
）

　
　
健
康
主
査
　
井
上
道
子
、
小
野
久
仁
子
　
主
任
（
保
健
師
）　
推
名
志
保
、
吉
村
恵
美
子

　
　
保
健
師
　
齋
藤
美
咲
　
管
理
栄
養
士
　
原
美
沙
子

　
介
護
支
援
主
幹
　
栗
田
純
子

　
　
介
護
支
援
主
査
　
加
藤
元
康
　
主
任
　
中
山
恵
、
一
條
恵
美
　
主
事
　
佐
田
宗
人

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
　（
淀
野
芳
広
）

　
　
副
所
長
　（
栗
田
純
子
）　
包
括
支
援
主
査
　
淀
ひ
ろ
み
　
主
任
（
保
健
師
）　
岡
﨑
ま
き

　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
　（
淀
野
芳
広
）

産
業
振
興
課
　
課
長
　
鈴
木
清
隆

　
６
次
産
業
推
進
室
長
　
内
谷
　
新
悟

　
　
６
次
産
業
推
進
主
査
　
坂
野
成
昭
　
ブ
ラ
ン
ド
推
進
主
査
　
鈴
木
玄
　
主
事
　
勝
見
渡

　
農
業
主
幹
　
遠
藤
準
一

　
　
経
営
支
援
主
査
　
鈴
木
優
徳
　
生
産
振
興
主
査
　
大
友
勝
治
　
主
事
　
佐
藤
朋
和
、

　
　
田
村
直
之
、
渡
部
大
、
千
葉
有
生
子
、
髙
橋
知
希
　
主
事
補
　
五
雲
寺
良
（
新
規
採
用
）

　
商
工
観
光
主
幹
　
奥
村
正
隆

　
　
商
工
労
政
主
査
　
安
部
博
之
　
観
光
振
興
主
査
　
近
祐
子
　
主
事
　
鷲
尾
優
、

　
　
高
橋
和
久
　
主
事
補
　
塚
田
健
太
郎

農
地
課
　
課
長
　
大
崎
顯
一

　
農
地
主
幹
　
佐
藤
紀
子

　
　
農
業
総
務
主
査
　（
佐
藤
紀
子
）　
農
地
主
査
　
前
山
律
雄
　
主
任
　
米
野
徳
子

　
　
主
事
　
原
田
恭
兵

　
農
村
林
務
主
幹
　
齋
藤
政
浩

　
　
農
村
整
備
主
査
　
竹
田
真
也
　
林
務
主
査
　
佐
々
木
伸
治

地
域
整
備
課
　
課
長
　
濱
田
修

　
建
設
管
理
主
幹
　
奥
村
邦
彦

　
　
都
市
計
画
主
査
　
嵐
孝
久
　
整
備
主
査
　
後
藤
毅
　
道
路
管
理
主
査
　
佐
々
木
満
樹

　
　
用
地
主
査
　
丹
野
孝
一
　
主
任
　
平
田
一
則
　
建
築
技
師
　
伊
藤
敦
　

　
　
主
事
　
竹
田
智
弘
　
主
事
補
　
長
澤
拓
斗

　
上
水
道
主
幹
　
江
袋
一
夫

　
上
水
道
専
門
員
　
山
口
京
子

　
　
上
水
道
主
査
　
齊
藤
誠
、
石
田
英
之
　
主
事
　
渡
部
達
朗
　
主
事
（
再
）　
山
田
孝
志

　
下
水
道
主
幹
　
伊
藤
勝
彦

　
　
下
水
道
主
査
　
緒
形
成
美

会
計
管
理
者
　
島
貫
順
一

出
納
検
査
課
　
課
長
　（
島
貫
順
一
）

　
出
納
主
幹
　
原
田
誠

　
　
出
納
主
査
　（
原
田
誠
）　
主
事
補
　
須
貝
枝
里
子
（
新
規
採
用
）

　
契
約
検
査
主
幹
　
今
井
俊
宏

　
　
契
約
検
査
主
査
　（
今
井
俊
宏
）

議
会
事
務
局
　
事
務
局
長
　
平
田
和
雄

　
事
務
局
長
補
佐
　
藤
﨑
良
子
　
議
事
調
査
主
査
（
藤
﨑
良
子
）　
主
査
（
色
摩
良
一
）

監
査
委
員
事
務
局
　
事
務
局
長
　（
平
田
和
雄
）

　
事
務
局
長
補
佐
　（
藤
﨑
良
子
）　
監
査
主
査
　
色
摩
良
一

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　
書
記
長
　（
島
貫
啓
一
）

　
書
記
長
補
佐
　（
井
上
憲
也
）　
選
挙
主
査
　
奥
村
大
祐
　
書
記
　（
今
野
正
登
）

　（
鈴
木
千
恵
子
）（
金
子
征
美
）（
堀
内
広
幸
）（
内
谷
浩
美
）（
田
中
和
広
）（
大
河
原
孝
如
）

　（
寒
河
江
哲
也
）（
鈴
木
ル
ミ
子
）（
関
川
守
）（
朽
木
惇
）（
金
子
春
香
）

農
業
委
員
会
事
務
局
　
事
務
局
長
　（
大
崎
顯
一
）

　
事
務
局
長
補
佐
　（
佐
藤
紀
子
）　
農
業
総
務
主
査
　（
佐
藤
紀
子
）　

　
農
地
主
査
　（
前
山
律
雄
）　
職
員
　（
齋
藤
政
浩
）（
竹
田
真
也
）（
佐
々
木
伸
治
）

　（
米
野
徳
子
）（
原
田
恭
兵
）

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課
　
課
長
　
栗
田
政
弘

　
教
育
総
務
主
幹
　
緒
形
信
彦

　
　
教
育
総
務
主
査
　
髙
橋
和
恵
　
指
導
主
事
　
船
木
智
幸
　
主
任
　
佐
々
木
裕
子

　
教
育
施
設
主
幹
　
吉
田
良
司

　
　
教
育
施
設
主
査
　
金
子
満
博

　
子
育
て
支
援
主
幹
　
髙
橋
久
子

　
　
子
育
て
支
援
主
査
　
有
坂
強
志
、
梶
山
由
美
　
主
事
　
市
川
遥

幼
稚
園
・
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
美
郷
幼
稚
園
】
園
長
　
髙
橋
裕
子
　
副
園
長
　
松
浦
啓
子
　
専
門
員
（
教
諭
）

菅
井
真
紀
子  

主
査
（
教
諭
）
久
坂
部
令
子
、
八
巻
薫
、
須
貝
真
希
　
教
諭
　
中
川
沙
織

 【
北
斗
幼
稚
園
】
園
長
　
淀
野
洋
子
　
副
園
長
　
牛
澤
京
子
　
主
査
（
教
諭
）
小
方

恵
美
子
、梅
津
泉
　
主
任（
教
諭
）井
上
千
穂
　
教
諭（
再
）遠
藤
の
ぶ
　 【
小
松
保
育
所
】

所
長  

佐
藤
ま
り
こ
　
副
所
長
　
我
妻
節
子
　
専
門
員
（
保
育
士
）
安
部
美
智
子
　

主
査
（
保
育
士
）
吉
田
玲
子
、
小
形
弘
子
、
齋
藤
美
貴
子
、
土
田
江
里
子
　
主
任
（
保
育
士
）

丹
野
小
織
、
島
貫
由
佳
里
　
保
育
士
　
星
野
真
紀
、
大
沼
晴
美
　
調
理
師
　
松
木
泉
、 

齋
藤
久
美
　【
玉
庭
へ
き
地
保
育
所
】
所
長
　
寒
河
江
幸
子
　
主
任
（
保
育
士
）

藤
田
江
里
　【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】 

所
長
　
大
津
加
君
子

小
学
校
・
中
学
校
　

【
小
松
小
学
校
】
調
理
師
　
蔵
田
明
美
、
佐
藤
恵
、
舩
山
美
香
　
用
務
員
　
徳
永
敬
司

【
大
塚
小
学
校
】
調
理
師
　
小
林
美
紀
子
、
奥
村
千
枝
子
　【
犬
川
小
学
校
】
調
理
師

小
林
貴
美
子
　【
吉
島
小
学
校
】
調
理
師
　
髙
橋
美
和
、
平
田
あ
や
子
　
用
務
員
　
菅
野

研
二
郎
　【
中
郡
小
学
校
】
調
理
師
　
鈴
木
祐
子
、
巻
田
千
香
子
　
用
務
員
　
松
田
一
志

【
高
山
小
学
校
】　
調
理
師
　
神
保
美
由
紀
　【
東
沢
小
学
校
】
調
理
師
　
髙
橋
泰
子
　

【
玉
庭
小
学
校
】
調
理
師
　
後
藤
久
美
子
　【
川
西
中
学
校
】
調
理
師
　
大
河
原
妙
子
、

安
達
百
合
、
髙
橋
万
里
子
　
用
務
員
　
笹
木
誠

平
成
26
年
３
月
31
日
付
け
退
職
者

山
口
俊
昭
（
課
長
）、金
子
正
人
（
課
長
）、青
木
暑
子
（
主
幹
）、鈴
木
一
雄
（
主
幹
）、

遠
藤
の
ぶ（
所
長
）、梅
津
智
子（
副
所
長
）、山
田
孝
志（
水
道
工
手
）、紺
野
健 

（
指

導
主
事
）

平成 26年度　川 西 町 職 員 配 置



年
金
機
能
強
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

　
平
成
26
年
４
月
１
日
に
「
年
金
機
能
強
化
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
年
金
給
付
に
関
す
る
改
正
事
項
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
子
の
あ
る
夫
に
も
遺
族
基

　
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
、
夫
が
亡
く
な
っ

た
場
合
に
、
子
の
あ
る
妻
ま
た
は

子
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
子
の

あ
る
夫
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、未
支
給
年
金（
亡

く
な
っ
た
方
が
受
け
取
れ
る
は
ず

で
あ
っ
た
未
払
い
の
年
金
）
を
受

け
取
れ
る
遺
族
の
範
囲
は
、「
配

偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母

ま
た
は
兄
弟
姉
妹
」
で
し
た
が
、

改
正
後
は
、
甥
・
姪
、
お
じ
・
お

ば
、
子
の
配
偶
者
な
ど
の
３
親
等

内
の
親
族
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

●
国
民
年
金
の
任
意
加
入
未

　
納
期
間
が
受
給
資
格
期
間

　
に
算
入
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
の
任

意
加
入
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
妻
や
海
外
在
住
者
な
ど
で
本

人
の
申
出
に
よ
り
加
入
を
し
て
い

た
方
）
が
保
険
料
を
納
付
し
な
か

っ
た
期
間
に
つ
い
て
は
未
納
期
間

と
さ
れ
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
改
正
後
は
こ
の
未
納

期
間
が
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
老
齢
年
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
日
か
ら
５
年
を

経
過
し
た
日
後
に
繰
下
げ
の
請
求

が
あ
っ
た
と
き
は
請
求
の
翌
月
か

ら
増
額
さ
れ
た
年
金
が
支
給
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
請
求

が
遅
れ
た
と
き
で
も
、
５
年
を
経

過
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か

ら
増
額
さ
れ
た
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
障
害
基
礎
年
金

ま
た
は
障
害
厚
生
年
金
を
受
け
て

い
る
方
の
障
害
の
程
度
が
増
進
し

た
場
合
、
そ
の
前
の
障
害
状
態
の

確
認
等
か
ら
１
年
の
待
機
期
間
を

経
た
後
で
な
け
れ
ば
年
金
額
の
改

定
請
求
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
改
正
後
は
障
害
の
程
度
が
増

進
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場

合
に
は
１
年
を
待
た
ず
に
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
者
が
障

害
の
状
態
（
障
害
厚
生
年
金
の
１

級
か
ら
３
級
に
該
当
す
る
程
度
）

に
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
特
例

制
度
が
改
正
さ
れ
、
す
で
に
障
害

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
請
求
し

た
場
合
に
は
、
定
額
部
分
の
年
金

問
日
本
年
金
機
構 

米
沢
年
金
事
務
所 

☎
22

－

４
２
２
０

問
町
住
民
生
活
課 

☎
42

－

６
６
１
５

を
受
け
取
れ
る
時
期
が
請
求
月
の

翌
月
で
は
な
く
、
老
齢
厚
生
年
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
と
き
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
の
受
給
者
が
所
在
不
明
と

な
っ
て
１
か
月
以
上
経
過
し
た
場

合
、
世
帯
員
（
住
民
票
上
の
世
帯

が
同
一
の
方
）
は
そ
の
旨
を
年
金

事
務
所
へ
届
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。（
生
存
の
事

実
確
認
が
で
き
な
い
場
合
は
、
年

金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
り
ま

す
。）

　
20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ

っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的

に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る

課
程
）に
在
学
す
る
学
生
等
で
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り

ま
す
が
、
平
成
25
年
度
に
保
険
料

納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
平

成
26
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
方
に
は
、
再
申
請
の
用
紙
（
ハ

ガ
キ
）
が
日
本
年
金
機
構
よ
り
送

ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
同
一
の
学

校
に
在
学
し
引
続
き
学
生
納
付
特

例
制
度
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
ご
返
送
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
26
年
度
は
学
生
納

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

納
付
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

●
未
支
給
年
金
を
受
け
取
れ

　
る
遺
族
の
範
囲
が
拡
大
さ

　
れ
ま
す

●
年
金
受
給
者
が
所
在
不
明

　
と
な
っ
た
場
合
に
届
出
が

　
必
要
と
な
り
ま
す

●
繰
下
げ
請
求
が
遅
れ
た
場

　
合
で
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
年

　
金
を
受
け
ら
れ
ま
す

●
さ
か
の
ぼ
っ
て
障
害
者
特

　
例
に
よ
る
支
給
を
受
け
ら

　
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

「
川
西
町
食
育
推
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た

　
近
年
、
社
会
経
済
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
価
値
観
が
多
様
化
し
、
不
規
則
な
食
生
活
や
肥
満
・
生
活
習
慣
病
の
増

加
な
ど
の
食
を
と
り
ま
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

町
民
が
健
や
か
で
生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
「
川
西
町
食

育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

●
基
本
目
標

つ
な
ぐ
未
来 

は
ぐ
く
む
心

か
わ
に
し
の
食
と
健
康

　

食
に
つ
い
て
の
豊
か
な
知
識
、

経
験
、
文
化
を
築
き
、
健
全
な
食

生
活
を
実
践
し
な
が
ら
育
ん
で
き

た
生
き
る
力
を
、未
来
に
つ
な
げ
、

健
康
で
豊
か
な
生
活
が
築
け
る
よ

う
食
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

食
を
知
り
、
食
を
実
践
し
、

健
康
な
身
体
を
つ
く
ろ
う

食
を
楽
し
み
、食
に
感
謝
し
、

食
を
伝
え
よ
う

安
心
安
全
な
、
地
産
地
消
を

推
進
し
よ
う

　
食
育
を
推
進
す
る
た
め
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
関
心
と
理
解
を
深

め
、
個
人
・
家
庭
、
生
産
者
・
事

業
者
、
地
域・各
種
団
体
、
保
育・

教
育
施
設
、
行
政
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

が
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
町
で
は
、
関
係
機
関
等
相
互
の

連
携
強
化
を
図
り
、
総
合
的
、
継

続
的
に
食
育
推
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
肥
満
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
要
因
で
す
が
、

川
西
町
は
県
と
比
較
し
小
児
も

成
人
も
肥
満
が
多
い
こ
と
か
ら
、

食
事
や
運
動
等
の
生
活
改
善
が

必
要
で
す
。

　
小
児
の
朝
食
欠
食
は
少
な
い

で
す
が
、
子
育
て
世
代
の
20
代

30
代
男
性
の
朝
食
欠
食
が
多
い

状
況
で
す
。
望
ま
し
い
食
習
慣

の
習
得
が
必
要
で
す
。

　
置
賜
産
や
山
形
県
産
の
地
産

食
材
は
、
６
割
以
上
の
家
庭
で

い
つ
も
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
地
産
食
材
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
利
用
の
増
加
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
食
事
を
し
っ
か
り
と
食
べ
る

た
め
に
は
、
口
腔
内
の
健
康
も

大
切
で
す
。
３
歳
児
健
診
に
お

け
る
む
し
歯
有
病
率
や
国
民
健

康
保
険
に
お
け
る
治
療
件
数
が

多
い
こ
と
か
ら
口
腔
内
の
健
康

管
理
が
必
要
で
す
。

川
西
町
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

柱
１

柱
２

柱
３

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画
書
を

策
定
し
ま
し
たこ

ち
ら
の
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
４
０

●
障
害
年
金
の
額
改
定
請
求

　
が
１
年
を
待
た
ず
に
請
求

　
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
本
計
画
書
は
、
人
類
が
免
疫
を

持
た
な
い
た
め
、
発
生
す
る
と
急

速
な
ま
ん
延
の
お
そ
れ
が
あ
る
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
未
知
の
感

染
症
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
万
が
一
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
感
染

の
拡
大
を
可
能
な
限
り
抑
制
し
、

町
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
す

る
こ
と
、
ま
た
、
町
民
生
活
及
び

町
民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小

と
な
る
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
対
策
を
進
め
る
た
め

に
策
定
し
た
計
画
で
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
か
ら
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
・

手
洗
い
・
う
が
い
・
外
出
時
の
マ

ス
ク
着
用
等
一
次
予
防
の
徹
底
を

図
り
、
災
害
時
の
よ
う
に
2
週
間

程
度
の
食
料
品
・
生
活
必
需
品
等

の
備
蓄
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
特
に
流
行
時
に
品
切
れ
が

予
想
さ
れ
る
マ
ス
ク
は
、
不
織
布

製
の
も
の
を
家
族
1
人
当
た
り
25

枚
以
上
の
備
蓄
を
お
奨
め
し
ま

す
。

　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
行
動
計
画
書
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

食
育
推
進
計
画
の

目
指
す
姿

町報かわにし　89　町報かわにし 平成２６年４月１５日 平成２６年４月１５日



町 街 まちのニュース

　
６
月
に
開
催
さ
れ
る
山
形
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
改
築

を
行
っ
て
い
た
羽
前
小
松
駅
が
完
成
し
、
３

月
22
日
に
竣
工
式
典
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
築
87
年
の
木
造
平
屋
で
老
朽
化
が
進
ん
で

い
た
駅
舎
で
し
た
が
、
宿
場
町
の
街
並
み
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
駅
舎

へ
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
吉
島
の
川
西
創
作
和
太

鼓
の
演
奏
に
始
ま
り
、
ラ
♥
ダ
リ
ア
、
山
形

お
き
た
ま
【
愛
】
の
武
将
隊
、
川
西
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
次
々
と
披

露
さ
れ
、
駆
け
つ
け
た
大
勢
の
町
民
の
皆
さ

ん
と
新
駅
舎
の
使
用
開
始
を
盛
大
に
祝
い
ま

し
た
。

３／２２

羽
前
小
松
駅
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

～
羽
前
小
松
駅
竣
工
式
典
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
～

　
３
月
16
日
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
附
属

演
劇
学
校
の
２
期
生
９
人
に
よ
る
修
了
公
演

『
大
願
長
寿
ツ
ア
ー
』
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま

で
１
年
間
無
我
夢
中
で
演
劇
に
励
ん
で
き
た

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

舞
台
衣
装
や
舞
台
装
置
に
い
た
る
ま
で
、

す
べ
て
自
分
た
ち
で
作
り
あ
げ
た
と
い
う
徹

底
ぶ
り
は
見
事
な
も
の
で
し
た
。

　

物
語
は
、“
長
寿
ツ
ア
ー
”
の
参
加
者
と

次
々
登
場
す
る
４
人
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
仙
人

が
織
り
な
す
コ
ン
ト
。終
始
笑
い
が
絶
え
ず
、

シ
ニ
ア
な
ら
で
は
の
爽
快
な
結
末
と
な
り
、

２
期
生
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
存
分
に
発
揮
さ

れ
た
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

３／１ ６

シ
ニ
ア
２
期
生
の
卒
業
公
演

～
川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
附
属
演
劇
学
校 

シ
ニ
ア
演
劇
コ
ー
ス 

修
了
公
演
～

▲ 本町では、【下小松古墳群と
チョウセンアカシジミやハッ
チョウトンボ、ヒメサユリなど
の里山の自然】が登録された。

　
３
月
14
日
、
置
賜
総
合
病
院
正
面
出
入
口

で
来
院
者
へ
チ
ラ
シ
の
入
っ
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
や
反
射
材
が
付
い
た
エ
コ
バ
ッ
グ

な
ど
の
交
通
安
全
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、

呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
雪
融
け
が
進
み
歩
行
者
や

自
転
車
が
関
係
す
る
事
故
が
多
く
な
る
時
期

に
、
毎
年
同
場
所
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

町
交
通
安
全
母
の
会
、
米
沢
地
区
交
通
安
全

協
会
、
米
沢
警
察
署
、
な
ど
５
つ
の
関
係
機

関
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
新
年
度
は
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
マ
ナ

ー
の
向
上
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

３／１ ４

マ
ナ
ー
の
向
上
が
交
通
安
全
の
鍵

～
歩
行
者
保
護
・
自
転
車
利
用
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～

▲終始会場は笑いに包まれた

　
３
月
29
、
30
日
に
玉
庭
地
区
の
四
方
山
館

や
土
礼
味
庵
な
ど
９
か
所
の
民
家
等
を
会
場

に
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り
が
開
催
さ
れ
、
２
日
間

で
約
８
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
天
気
に
恵
ま
れ
た
初
日
は
、
予
想
を
超
え

る
約
６
０
０
人
が
訪
れ
、
中
に
は
も
て
な
し

料
理
が
足
り
ず
に
翌
日
の
分
を
ふ
る
ま
う
な

ど
嬉
し
い
悲
鳴
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
会
場

も
自
分
の
家
の
よ
う
に
居
心
地
が
良
く
、
鑑

賞
時
間
を
過
ぎ
て
も
賑
う
会
場
も
あ
り
、
玉

庭
な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し
い
お
も
て
な
し
が

感
じ
ら
れ
る
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

３／２９

雪
解
け
の
玉
庭
地
区
に
８
０
０
人
が
来
場

～
第
16
回
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り
～

▲新駅舎の前でテープカット

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
へ

３／２６

　
川
西
中
学
校
で
３
月
26
日
、
同
校
内
、
保

護
者
、
地
域
の
方
々
か
ら
集
め
ら
れ
た
87
㎏

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
山
形
銀
行
へ

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
７
月
と
今
期
３
月
の
２
回
贈
呈
を

行
っ
て
い
ま
す
。
回
収
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
プ
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
、
そ
の

収
益
が
開
発
途
上
国
の
子
供
た
ち
へ
の
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
長
の
寒
河
江
葵
さ
ん

は
、「
こ
の
キ
ャ
ッ
プ
で
一
人
で
も
多
く
の
命

を
救
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
こ
れ
か
ら
も

取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
町
内
で
は
、
他
に
小
松
・
犬
川
・
中
郡
・
吉

島
の
各
小
学
校
や
置
賜
農
業
高
校
で
も
同
様
の

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す

地
域
へ
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲山形銀行小松支店武田充次長へキャップを渡す
（右から）寒河江葵さんと笹木咲里さん

　
２
月
23
日
、
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
で
春

待
ち
市
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
20
店
の

出
店
が
並
び
、
一
足
早
い
春
の
活
気
に
溢
れ

て
い
ま
し
た
。

　
今
年
で
３
回
を
数
え
る
春
待
ち
市
は
、
昨

年
よ
り
も
１
か
月
ほ
ど
遅
ら
せ
た
開
催
に
よ

り
天
候
も
落
ち
着
き
、
約
５
０
０
人
の
来
場

者
で
賑
い
ま
し
た
。
出
店
の
他
に
、
野
菜
の

人
形
作
り
や
蜜
ろ
う
、
わ
ら
細
工
な
ど
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
充
実
し
、
１
日
を
通
し
て
楽

し
め
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
親
子
連
れ
が

多
く
目
立
ち
ま
し
た
。
時
折
ピ
ア
ノ
の
生
演

奏
が
心
地
よ
く
流
れ
る
会
場
で
、
来
場
者
は

思
い
思
い
の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

３／２３

一
足
早
い
春
の
賑
い
を
楽
し
む 

～
春
待
ち
市
２
０
１
４
～

▲来場者は出店者との会話も楽しんでいた

　
３
月
20
日
、県
庁
で
「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」

の
登
録
証
交
付
式
が
あ
り
、
吉
村
美
栄
子
山
形
県
知

事
か
ら
高
橋
款
副
町
長
に
、
深
山
和
紙
で
作
ら
れ
た

登
録
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
山
形
の
宝
」
は
、
県
が
昨
年
11
月
に
始
め

た
新
し
い
文
化
財
の
登
録
制
度
で
、
今
回
は
第
１
回

目
と
し
て
10
市
町
村
の
10
件
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
で
登
録
さ
れ
た
の
は
、
下
小
松
古
墳
群
と
チ

ョ
ウ
セ
ン
ア
カ
シ
ジ
ミ
や
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
、
ヒ

メ
サ
ユ
リ
な
ど
の
里
山
の
自
然
、
ま
た
保
護
や
活
用

の
取
り
組
み
を
一
括
し
た
「
下
小
松
古
墳
群
と
希
少

な
自
然
が
織
り
な
す
里
山
の
風
景
」
で
、
登
録
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
環
境
保
全
や
活
用
な
ど
が
一
層
進
展

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

３／２０
「
下
小
松
古
墳
群
と
希
少
な
自
然
が
織
り
な
す
里
山
の
風
景
」
が

「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た

▲登録された１０市町村と吉村美栄子県知事

▲観光コンシェルジュ「ラ♥ダリア」は、テーマソングの
「ステーション パッション ときめき」を披露した。えき・
まちネットこまつの若者会員が中心になって結成したダン
スチーム「ラ♥ダリア」のネーミングは、町の花ダリアを
愛する意味の「ラブダリア」から名付けている。
また、３月２９日には農村環境改善センターで「ラ♥ダリ
ア」の結成発表会が行われ、これからの活躍に期待がかかる。

▲多くの町民の皆さんが駆けつけ新駅舎の完成を祝った

▲会場の一つである玉庭小学校の様子

▲来院者に呼びかけを行う交通安全母の会会員
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平
成
26
年
度
の
目
標
は
、
川
西
町
外
の

人
を
呼
び
込
ん
だ
「
恋
活
イ
ベ
ン
ト
」
を

実
行
す
る
こ
と
で
す
。
川
西
町
は
田
舎
で

人
が
勝
手
に
集
ま
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
他
の
市
町
村

に
負
け
な
い
程
、
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
長
け
、少
し
の
出
会
い
の
き
っ
か
け
が
、

大
き
く
広
が
っ
て
い
く
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。

　
恋
活
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
企
画
者
も

参
加
者
も
、他
地
域
の
方
を
呼
び
込
ん
で
、

今
こ
そ
「
人
口
増
加
」（
↑
こ
こ
が
重
要
）

に
向
け
た
活
動
に
力
を
入
れ
ま
す
‼

＊
犬
川
地
区
青
年
団

　
我
々
犬
川
地
区
青
年
団
が
こ
の
一
年
間

交
付
金
を
受
け
て
行
っ
た
事
業
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
に
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

届
け
る
ト
ナ
カ
イ
急
便
・
全
国
青
年
団
問

題
研
究
会
へ
の
参
加
、
こ
の
二
つ
を
行
い

ま
し
た
。
い
ず
れ
の
事
業
も
成
功
を
収
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
自
分
達
が
心

の
底
か
ら
楽
し
む
事
こ
そ
、
事
業
を
成
功

さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
活
動
が
よ
り

活
発
な
も
の
と
な
る
重
要
な
要
素
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。「
自
分
た
ち
が
や
っ
て

楽
し
い
こ
と
を
す
る
」
が
モ
ッ
ト
ー
の

我
々
青
年
団
、
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
３
月
21
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
川
西
町
を
元
気
に
す
る
若
者
た
ち
の

活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
、
町
の
交
付
金
・
補
助
金
等
を
活
用
し
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
活

動
を
行
っ
て
き
た
青
年
層
の
団
体
・
個
人
が
、
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
、
研
修
等
を
通

じ
て
学
ん
だ
こ
と
や
成
長
し
た
こ
と
、
見
え
て
き
た
課
題
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。
参
加
者
と
活
動
報
告
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

＊
平
間
和
也
、
嶋
貫　
諭

　
（
研
修
先：オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

　
米
の
隠
れ
た
産
地
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
米
の
流
通
事
情
と
自
然
環
境
を
活

か
し
た
観
光
地
づ
く
り
を
視
察
し
て
き
ま

し
た
。 

　
エ
ア
ー
ズ
・
ロ
ッ
ク
で
は
環
境
を
守
る

た
め
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
先
住
民
と
協
力
し

て
よ
り
良
い
観
光
地
に
す
る
た
め
の
保
護

活
動
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
シ
ド
ニ
ー
市
内
で
は
ス
ー
パ
ー

や
日
本
人
向
け
の
店
舗
な
ど
で
ど
の
よ
う

な
米
が
扱
わ
れ
て
い
る
か
調
査
し
て
き
ま

し
た
。
現
地
で
知
り
合
っ
た
方
々
と
交
流

を
継
続
し
川
西
町
の
米
や
特
産
品
を
日
本

や
海
外
に
発
信
で
き
る
よ
う
に
こ
の
経
験

を
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
西
町
を
元
気
に
す
る

若
者
た
ち
の
活
動
報
告
会

若
者
未
来
塾
交
付
金
事
業

活
動
報
告

＊
佐
藤
尚
美
、
齋
藤
祐
平
、

　
竹
田　
敦

　
（
研
修
先
：
マ
レ
ー
シ
ア
）

　

今
回
の
マ
レ
ー
シ
ア
研
修
に
参
加
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
生
か
せ
る
経
験

を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。 

　
竹
の
お
家
に
泊
ま
り
昔
な
が
ら
の
生
活

を
体
験
し
た
り
、
離
島
に
行
き
、
大
自
然

を
肌
で
感
じ
、
そ
れ
と
一
緒
に
ゴ
ミ
な
ど

の
環
境
問
題
も
目
に
し
ま
し
た 

　
今
ま
で
テ
レ
ビ
の
向
こ
う
の
話
し
だ
っ

た
こ
と
を
凄
く
身
近
に
感
じ
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
自
分
が
川
西
に
貢
献
で
き

る
行
事
、
活
動
に
参
加
し
て
、
研
修
で
培

っ
た
経
験
を
い
か
し
た
い
で
す
。

青
年
海
外
研
修
事
業
活
動
報
告

＊
塗　
貴
旭
、
松
田
智
宏
、

　
稲
葉
鮎
子
、
吉
田
勝
信
、

　
浜
田　
玲

　
今
年
度
の
協
力
隊
の
業
務
の
中
で
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
た
業
務
の
進
め
方
・
関
連
団

体
と
の
連
携
の
仕
方
な
ど
を
特
に
共
有
・

発
表
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
若
者
報
告
会

で
は
、
同
世
代
の
メ
ン
バ
ー
と
様
々
な
ご

縁
を
い
た
だ
き
、
今
年
度
の
活
動
に
大
き

な
広
が
り
を
生
み
ま
し
た
。
今
年
度
の
報

告
会
も
各
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
的
な
活

動
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
上
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
ほ
か
、
プ
レ
ゼ
ン
力
を
磨
く
機
会
と
し

て
も
、
大
変
有
意
義
な
場
と
な
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

◆
「
若
者
未
来
塾
交
付
金
事
業
」
と
は

　
町
内
の
青
年
層
に
よ
る
自
主
的
な
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
行
う
団
体
に
対
し
て
助
成
を
し

て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
、
一
昨
年
か
ら

継
続
し
て
い
る
２
団
体
を
支
援
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
個
々
に
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
研
修
や
実
践
活
動
を
展
開
し
ま
し

た
。

◆
「
青
年
海
外
研
修
事
業
」
と
は

　
町
内
に
在
住
す
る
青
年
層
の
海
外
研
修
に

対
し
て
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
海
外
研
修
を

経
験
し
見
聞
を
広
め
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
生
か
せ
る
よ
う
支
援
し
て
お
り
、
平

成
25
年
度
は
、
２
名
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

３
名
が
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

◆
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
総
務
省
が
進
め

る
取
り
組
み
。
都
市
出
身
者
が
住
ま
い
を
川

西
町
に
移
し
、
地
域
を
町
民
と
と
も
に
元
気

に
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年

度
は
、
５
名
の
隊
員
が
活
動
し
ま
し
た
。

若者の活動を応援します
　町では青年層によるまちづくり活動を推進するため、自主的なま
ちづくり活動を行う団体を支援します。
■ 対象団体　交付金の交付対象は、町内に活動拠点を置き、おお

むね２０歳から３９歳からなり、全町的なまちづく
り活動を継続的に推進する団体。

■ 対象事業　次の要件を満たす自主的なまちづくり活動を推進す
るための事業。ただし、交付金の交付は１団体あた
り３年まで。
⑴活動の情報発信　　　⑵他地域の団体との交流
⑶交付団体が連携した事業の実施
⑷活動成果の報告と「川西町のまちづくり提案」の提出

■ 交付金額　１団体３０万円を上限とする額
■ 応募方法　町まちづくり課へ所定の企画書を提出ください。
■ 提出締切　５月１５日㈭　午後５時
■ 採否決定　審査会を開催し、採否・交付金額を決定いたします。
■ 交付決定　６月上旬
■ そ の 他 　町まちづくり課に交付要綱（企画書等様式）を準備

していますので、交付を希望される団体はご連絡く
ださい。また、町ホームページにも掲載しています。

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告



みんなで祝う
フレンドリープラザ
２０周年推進事業補助金

　やまがた里の暮らし推進機構では、交流人口の拡大
を推進するため、皆様が行う交流事業を応援します。
当交付金は、町民の皆様（団体・グループ・NPO等）
が主体的の行う事業に対して支援します。
■ 交付目的
川西町の地域力の維持、向上を目的に実施する交流
事業に対して交付

■ 交付金額
【新規事業】上限１０万円
（これまでに当機構から交付金を受けた事のない事業）
【既交付事業】上限 5万円
（これまでに当機構から交付金を受けた事のある事業）
■ 対象事業
①町民と町外住民・町内住民同士が交流する事業

　②町民と町外住民が新たに交流を行うきっかけとなる事業
③その他、目的に沿った内容と認められる事業

■ 対象経費
人件費、酒類を伴う飲食代を除いた経費

※詳細は里の暮らしホームページに掲載している応募
要綱をご参照ください。

■ 申請方法
当機構指定の申請書（様式第 1号）、事業計画書（様
式第２号）及び必要書類を添付し、直接お持ちい
ただくか封書にて郵送ください。

※様式１号、２号については、下記ホームページよ
りダウンロードしていただくか、電話にてお問い
合わせください。

※申請の際は、必ず応募要綱をご確認ください。

■ 採否決定　
受付締め切り後、審査を行い、予算の範囲内にお
いて事業の採否を決定します。

※審査結果は５月１５日頃ご連絡します。

平成26年度
やまがた里の暮らし推進機構交流交付金事業

■ 対 象 者
次のすべての要件に該当する方が対象となり
ます。
・世帯主が満４０歳未満の若者夫婦世帯
・町外に１年以上居住し町内に移住する方
  または、町内の賃貸住宅に居住している方
・５年以上居住する意思のある方

＊補助金の交付決定前に着手した工事でないこと。

■ 補助内容　【基本補助】
　１．新築又は新築建売住宅購入　６０万円
　２．中古住宅購入　２０万円
　【加算補助】入居時に義務教育終了前の子を
　養育し、同居している方　加算額２０万円
■ 受付開始　４月１５日㈫から受付します。
■ 申請方法　町地域整備課窓口に備え付けの申
請書にご記入のうえ、ご提出ください。

■ 対 象 者
・町内に自ら居住する住宅の新築及びリフォ
　ーム等工事を行う方
・町内の施工業者と契約する方
　（県内業者の場合は県補助のみ可能）　
・工事費１０万円以上の工事を行う方
・町税の滞納がない方
・平成２５年度川西町住宅建設支援事業によ
　る補助金を受けていない方

＊補助金の交付決定前に着手した工事でないこと。
■ 補助内容
①町の補助のみを受ける場合は、工事費の２０％
　（上限額１０万円）
②県の補助のみを受ける場合は、工事費の１０％
　（上限額２０万円）

③町補助と県補助の両方を受ける場合は、
　町補助額は工事費の１０％（上限額１０万円）
　に上記②県補助を合わせた補助額
＊県補助を受ける場合は、部分補強（耐震）、省
エネ化、バリアフリー化、県産木材使用、克
雪化のいずれかを満たすことが必要です。

＊県産材に限り３㎥以上使用する場合のみ、県補
助上限額３０万

■ そ の 他　耐震改修補助について
住宅全ての耐震評点を上げる耐震改修補助につ
いては、診断から補強計画を行い改修する必要
があるため、事前に担当課にご相談ください。

■ 受付開始　４月１５日㈫から受付します。
■ 申請方法　町地域整備課窓口に備え付けの申
請書にご記入のうえ、ご提出ください。

これから住宅
の購入やリフ

ォームをお考
えの方へ向け

た支援事業で
す

○活用の参考例：工事費が２００万円のリフォーム工事の場合（町・県両方の補助を受ける場合）
　町補助１０万円　＋　県補助２０万円　＝　補助額３０万円

　　　　　　　　　　（２００万×１０％）   （２００万×１０％）
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平成２６年度川西町若者向け住宅支援事業

平成２６年度中小企業設備投資促進補助金問
町
産
業
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平成２６年度川西町住宅建設支援事業
　フレンドリープラザの開館２０周年を賑やかに祝うため、町民の皆さんが
主体となって盛り上げる企画を募集し、その実践に対し助成をいたします。
■ 対象団体　町内での活動実績がある団体
　　　　　　 もしくはこれらを母体とした団体
■ 内　　容　フレンドリープラザ２０周年をより多くの人が関わってお祝

いし、広く周知につながる取り組みで８月３日㈰の記念式典
までに成果を披露できるもの

　　　　　　 【例】
　　　　　　 ○プラザの外観と２０の文字をモチーフにした巨大アート作品の作成
　　　　　　 ○来館者による懸垂幕の作成と記念行事での披露
　　　　　　 ○井上ひさし作品の群読劇の発表
■ 助成金額　予算の範囲内で１団体上限５万円
■ 申込方法　所定の申請書に必要事項を記入のうえ、町まちづくり課生涯

学習グループに提出

■ 選定方法　　審査会で審査、決定

問プラザ２０周年記念事業実行委員会
（町まちづくり課 生涯学習グループ内） ☎４２－６６６８

申　込　期　限　５月１４日㈬まで

補助金 ･
助成等の
ご案内
待ちに待った春、
新年度こそ新しいことに
チャレンジしてみませんか

応　募　受　付　期　間
４月１５日㈫～５月７日㈬　午後５時まで

当日消印有効

本の樹 ▼

問やまがた里の暮らし推進機構 ☎５４－３００６
川西町吉田４６９０（旧川西町立第二中学校）　
ホームページ　http://www.satonokurashi.jp
メール　info@satonokurashi.jp

補助金 ･
助成等の
ご案内

　町内の産業基盤の強化を図るため、製造業、卸売・
小売業、飲食店を営む中小企業者が設備投資を進
めることによる積極的な事業展開を支援します。
■ 補助対象者
・町内に所在する事業所又は町内に在住する個人
　人であって、１年以上同一事業を営んでいる方
・製造業、卸売・小売業及び飲食店を営む方
・町税を滞納していない方
■ 補助対象設備
・固定資産税の対象となる償却資産のうち、機械
　及び装置（第２種）に定められる設備であること。
・製造業の場合、取得費が１, ０００万円以上
　であること。

・卸売・小売業及び飲食店の場合、取得価格が
　１００万円以上であること。
・中古品又はリース契約に基づくものでないこと。
■ 補助対象経費
・固定資産課税台帳（償却資産）に登載される
　機械・ 装置等の取得額

■ 補助率
・補助対象経費の１０％以内
■ 補助限度額
・１事業所・個人あたりの補助限度額
　　製造業の場合 ――― ２５０万円以内
　　卸売・小売業及び飲食店の場合
　　　　　　　　 ――― ２５万円以内

町報かわにし　1415　町報かわにし 平成２６年４月１５日 平成２６年４月１５日



【接種上の注意】
○必ず、事前に「助成券」の交付を受けてください。「助成券」を医療機関に持
参しないと助成を受けられません。

○この予防接種は、希望する人だけが受ける任意接種です。かかりつけ医等と
よく相談し接種を受けてください。

○肺炎球菌予防接種は 1回の接種で 5年間免疫が持続するといわれています。
インフルエンザ予防接種のように、毎年接種する必要はありません。

■ 助成期間　平成２６年４月１日㈫～平成２６年９月３０日㈫
※１０月から定期接種になり対象者等が変更になる予定です。
　詳細は１０月１５日号町報でお知らせいたします。
■ 対 象 者 　
　川西町に住所を有する、接種日において満７５歳以上の方
※但し、次の項目に当てはまる方は除きます。
　○過去に町の助成を受けて肺炎球菌予防接種を受けた方
　○肺炎球菌予防接種に対し健康保険の適用がある方
　　（脾

ひぞう
臓を摘出している方は主治医にご相談ください。）

■ 助 成 額 　
　町からの助成額は３，０００円（一人につき1回限り）です。接種費用との差額
は自己負担になります。接種費用は、医療機関により異なりますので、各医療
機関にお問合わせください。（接種費用６，０００円～９，０００円程度）
■ 手続方法　
　接種を希望される方は、電話等により町健康福祉課に「助成券」の交付をお
申し込みください。（電話受付：平日　午前８時３０分～午後５時）
※「助成券」がお手元に届きましたら、医療機関を予約してください。接種当日、
医療機関の窓口に「助成券」を提示し、接種後、窓口で差額を支払います。

■ 医療機関　
　接種可能な医療機関については、「助成券」送付の際にお知らせします。

風ふ
う
し
ん疹

抗
体
検
査
、
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

■ 対 象 者 
　川西町に住所を有し、下記に該当する方
　① 妊娠を予定又は希望する１８歳から５０歳の女性
　　（昭和３９年４月２日 ～ 平成７年４月１日生まれまで）
　② 風疹抗体が十分でない対象者①の夫及び同居家族
　　（対象者①の風疹抗体検査結果が、HI 法１６以下、又は EIA法８未満の場合）
　③風疹抗体が十分でない妊婦の夫及び同居家族
　　（妊婦の風疹抗体検査結果が、HI 法１６以下、又は EIA法８未満の場合）

■ 申請期間　平成２６年４月１日㈫～平成２７年２月２７日㈮ まで受付
■ 申請場所　
　健康福祉課窓口（平日 午前８時３０分～午後５時）　※代理申請も可能です。
※風疹抗体が十分でない女性及び妊婦の夫・同居家族の方は、以下のものを　　
お持ちください。

　① 風疹抗体検査の数値が確認できるもの
　② 母子健康手帳（妊婦さんの夫及び同居家族の方）
■ 助成期間　平成２６年４月１日㈫～平成２７年３月３１日㈫ まで
■ 実施医療機関
　公立置賜総合病院、公立置賜川西診療所、柄沢医院、
　斎藤内科循環器科クリニック、きじまキッズクリニック
■ 助成期間
　風疹抗体検査、風疹予防接種費用を全額助成します。

　
町
で
は
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め

に
、
左
記
の
方
を
対
象
に
、
風
疹
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
費
用
の

助
成
を
行
い
ま
す
。
最
初
に
風
疹
抗
体
検
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に

よ
り
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

!

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
を

一
部
助
成
し
ま
す

　
町
で
は
、
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
肺
炎
球
菌
は
、
肺
炎
や
気
管
支
炎
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
特
に
高

齢
者
が
こ
の
菌
に
よ
る
肺
炎
に
か
か
る
と
重
症
化
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

問町健康福祉課 健康グループ ☎４２－６６４０

【助成の対象にならない方】
○ 既に妊娠している方
○ 風疹の予防接種を２回以上接種している方
○ 風疹にかかったことがある方
○ 過去に助成を受けて、風疹抗体検査及び予防接種を受けた方

×!

問町健康福祉課 健康グループ ☎４２－６６４０

補助金 ･
助成等の
ご案内

補助金 ･
助成等の
ご案内 こ

れ
か
ら
妊
娠
を
希
望

さ
れ
る
方
へ
申
請
を

オ
ス
ス
メ
し
ま
す
！

高
齢
に
な
っ
て
も

予
防
接
種
で
安
心
！

実際に出回っている　▼ ▼

パンフレットやチラシの例

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
郵
送
し
、
社
債
・
金
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

な
ど
の
購
入
名
目
に
現
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
が
相
次
い
で
発
生

し
て
い
ま
す
。
怪
し
い
封
書
が
届
い
た
り
、
前
後
に
「
●
色
の
封

筒
が
届
い
て
い
ま
せ
ん
か
」
な
ど
と
電
話
で
あ
お
ら
れ
た
際
は
直

ぐ
に
警
察
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
の
詐
欺
被
害
が
激

増
し
て
お
り
、
多
く
は
外
国
人
名
義
の
銀
行
口
座
が
使
用
さ
れ
て

ま
す
。
リ
ス
ク
が
大
き
く
振
り
込
む
前
に
十
分
検
討
し
て
く
だ
さ

い
。（
左
図
は
実
際
に
出
回
っ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
の
例
で
す
。）
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騙だ
ま
し
の
儲も

う
け
話
（
利
殖
勧
誘
）
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
際
し
、
低
所
得
世
帯
及
び
子
育
て
世

帯
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
一
部
対
象
と
な
る
方
に
右
記
給

付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
内
容
や
申
請
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
５
月
15
日
号
町
報
で

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
が
、
現
時
点
で
町
民
の
皆
さ
ん
に
口
座
情
報

を
お
聞
き
し
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
給
付
金
を
騙
っ
た
詐
欺
に
は
十
分
ご
注
意
い
た
だ
く

と
共
に
、
不
審
な
電
話
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
下
記
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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春季消防演習
■ 日　時　４月２７日㈰  
　　　　　 午前８時４５分～１１時４５分
■ 場　所　【上小松美女木地内】
　　　　　　… 火災防ぎょ訓練、
　　　　　　　 分列行進
　　　　　 【多目的広場】… 式典
※雨天時、式典は町民総合体育館
問置賜広域行政事務組合川西消防署 
☎４２－３７００

●危険物取扱者・消防設備士の免状をお持ちの皆様へ
　危険物取扱者・消防設備士の義務として、消防法令では、免状交付
の日から１０年以内ごとに写真の書換えをしなければならない規定と
なっております。未だ、写真の書換えをされていない方には、速やか
に手続きをされるようお知らせいたします。
問一般社団法人 消防試験研究センター 山形県支部 ☎０２３－６３１－０７６１

後期高齢者医療保険料の
保険料率が変わります
　後期高齢者医療制度の保険料率は、医療費などの推計
を基に、２年ごとに見直しをおこなっています。
　平成２６・２７年度の保険料率は、平成２４・２５年
度と比べると医療費等の増加が見込まれることから、次
のとおりに改定されます。
■ 保険料率（平成２４･２５年度→平成２６･２７年度）

▽所得割率　 ７. ５２％→７. ８４％
　（所得に応じて負担していただく分を算定する際の率）

▽均等割額　 ３万９５００円→３万９５００円（変更なし）
　（加入者が公平に負担していただく分）

▽賦課限度額　５５万円→５７万円（年間保険料の最高額）

▽均等割保険料の軽減対象の拡充
　（低所得者の負担軽減）
保険料率の詳細は、７月に保険料額決定通知書ととも
に送付されるリーフレットに記載されます。 
問町健康福祉課 医療給付グループ ☎４２－６６４０

水道メーター検針を再開します
　４月より、町から委託された水道検針員が、毎月宅
内の水道メーターを検針いたします。
　円滑にメーター検針を行うため、メーターボックス
の上や周辺の整理にご協力お願いいたします。
　また、４月の検針にて冬期間の料金の精算を行いま
すが、積雪等により４月に検針できない場合は、４月
分も概算料金でお支払いただき、５月の検針にて精算
させていただきます。
　なお、消費税の取り扱いについては、平成２６年３
月３１日以前より水道を使用している方につきまして
は精算分まで旧税率が適用されます。
■ 検針日　大塚・犬川・中郡・吉島地区
　　　　　→　４月１５日～２０日
　　　　 小松・玉庭・東沢地区
　　　　　→　４月２５日～３０日
問町地域整備課 上水道グループ ☎４２－６６５３

　　　　　→　４月１５日～２０日　　　　　→　４月１５日～２０日
　　　　 小松・玉庭・東沢地区　　　　 小松・玉庭・東沢地区
　　　　　→　４月２５日～３０日　　　　　→　４月２５日～３０日

●今月から平成２６年度町税の課税が
　始まります
　今月は軽自動車税の納付月です。納期限は４月
３０日（口座振替の方は４月２８日が振替日）に
なりますので、早めの納付や口座残高の確認をお
願いします。なお、振替日を過ぎますと、再度の
振替はできなくなりますのでご注意ください。
　税金は川西町をよりよい街にするための大切な
財源です。納め忘れがないようご理解とご協力を
お願いします。

問町税務収納課 収納グループ ☎４２－６６３４

STOP
滞納

●税金の納め忘れはありませんか？
　平成２５年度の町税等の納付は３月３１日で終了とな
りましたが、納め忘れがないか再度確認をお願いします。
　本町では、町税等の納め忘れを防止するために今月
から５月末まで、重点的に未納者宅を訪問しています。
万一納め忘れがありましたら、早急に納付いただくか、
下記までご連絡をお願いします。
　納付催告後、未納のままにしておきますと、
差押等の法的措置により強制的に納めていた
だく場合がありますのでご注意ください。

危険物取扱者試験
試験種類　甲種・乙種（全類）・丙種

○試験日：６月１４日㈯　午前中
○試験地：米沢市、村山市
○願書受付期間：５月１日㈭～１５日㈭

○試験日：６月２１日㈯　午前中
○試験地：山形市、鶴岡市
○願書受付期間：５月１２日㈪～２２日㈭

○試験日：７月１２日㈯　午前中
○試験地：寒河江市、酒田市
○願書受付期間：６月２日㈪～１２日㈭

○試験日：７月１９日㈯　午前中
○試験地：新庄市、長井市
○願書受付期間：６月９日㈪～１９日㈭

試験準備講習会
○期日：①乙種第４類　５月２９日㈭、３０日㈮
　　　　②丙種　　　　５月３０日㈮
○場所：長井市民文化会館
○定員：①乙種第４類　８０名
　　　　②丙種　　　　２０名
○受付締切：４月２１日㈪～５月２０日㈫
※定員になり次第締切
問川西町危険物安全協会事務局（置賜広域行政事
務組合川西消防署内） ☎４２－３７００

甲種防火管理講習
○期日：５月２８日㈬～２９日㈭
○場所：米沢市すこやかセンター
○定員：１００名
○受付期間：４月１４日㈪～２５日㈮
○期日：７月２４日㈭～２５日㈮
○場所：長井市置賜生涯学習プラザ
○定員：８０名
○受付期間：６月２３日㈪～７月４日㈮

問山形県消防設備協会 ☎０２３－６２９－８４７７

【
第
１
回
】
【
第
２
回
】
【
第
３
回
】
【
第
４
回
】

米
沢
市

長
井
市

固定資産の縦覧制度をご利用ください

■ 縦覧期間　６月２日㈪まで（土日祝日を除く）
■ 縦覧時間　午前９時～午後４時３０分
■ 縦覧場所　川西町役場税務収納課
■ 縦覧できる内容
　【土地】所在、地番、地目、地積、価格
　【家屋】所在、家屋番号、種類、構造、床面積、
　　　　 価格
■ 縦覧できる方
（１）平成２６年度（賦課期日平成２６年１月１

日現在）において、本町に課税されている
土地や家屋を所有している方

（２）上記（１）の同居の親族
（３）上記（１）の方が死亡した場合は相続人
（４）上記（１）又は（２）の者から委任された者

■ 縦覧される際に必要なもの
役場税務収納課備付の申請書にご記入・押印い
ただくとともに、ご本人を証するもの（運転免
許証、健康保険証など）をご提示いただきます。
また、委任された方の場合は、委任状が必要です。

■ 注意事項
（１）縦覧帳簿には所有者が記載されていません。

所在・地番、家屋番号を指定してください。
（２）縦覧帳簿をコピーすることはできません。
　　（書き写しは、差し支えありません。）
（３）縦覧の目的は、ご自身の所有されている土地や家

屋の価格と他の土地や家屋の価格との比較を通し
て評価額が適正かを判断いただくことにあります
ので、その他の目的での縦覧はできません。

　固定資産税に対する信頼と、固定資産評価の適正・公平さを確保するため、課税されている土
地や建物をお持ちの方は、他の土地や建物の価格との比較を通じて価格の適正さを判断いただく
制度が『固定資産の縦覧制度』です。ご利用ください。

費 用
無 料

問町税務収納課 町税グループ ☎４２－６６２４

　川西町議会３月定例において、議会議員の発議により「川西町地酒による乾
杯を推進する条例」が提案可決され、本年４月から施行されることになりました。
　この条例は、本町に江戸時代の初期から引き継がれる伝統ある酒造りの文化
を後世に伝え、郷土愛と産業の振興発展を推進するため、川西産の地酒による
「乾杯」の習慣を推奨するものです。
　町では、本条例の施行を受け、今後、町内の醸造業、酒類販売店、飲食店等
の関係者の皆さんと協力しながら、町内産の地酒の普及促進に取り組んでいき
ます。

「乾杯は“県産酒”ならぬ、“川西町地酒”で！！」

問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５
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近隣の観光地視察研修会参加者募集
■ 期　日　４月２７日㈰　日帰り
■ 場　所　長井市
■ 内　容　まちなか歩き研修
■ 締　切　４月２３日㈬

川西町６次産業相談会を開催します
　町では、６次産業の推進に向けて先進地研修や６次
産業化セミナーなど人材育成研修をはじめ、具体的な
事業実施のための支援を行っています。
　平成２５年度は、農産加工品の生産拡大、商品開発
や直売所を中心とした販売拡大事業に対する助成など
を行いましたが、今年度も支援策を継続いたします。
　ついては、６次産業の取り組みを検討しておられる
方の相談会を、以下の日程で開催しますので気軽にご
相談ください。
　相談会は農業者限定ではありませんので、地元農産
物を利用して加工を始めたい方などのご相談にも応じ
ます。

※居住地区にかかわらず、どの会場にお越しいただい
ても結構です。
問町産業振興課 ６次産業推進室 ☎４２－６６９６

期　日 時　間 場　所

４月２１日㈪ 午後１時３０分～
午後４時３０分

大塚地区交流センター
治平館（第１研修室）

４月２２日㈫ 午後１時３０分～
午後４時３０分

犬川地区交流センター
えぐべ（老人室）

４月２３日㈬ 午後１時３０分～
午後４時３０分

中郡地区交流センター
みずほ（老人室）

４月２４日㈭ 午後１時３０分～
午後４時３０分

玉庭地区交流センター
四方山館（１階会議室）

４月２５日㈮ 午後１時３０分～
午後４時３０分

東沢活性化センター
（会議室）

４月２８日㈪ 午後１時３０分～
午後４時３０分

吉島地区交流センター
きらり（老人室）

４月３０日㈬

午後１時３０分～
午後４時３０分
午後５時３０分～
午後８時００分

川西町中央公民館
（２０１会議室）

５月３日川西町成人式開催

■ 期　日　５月３日（土・祝）
■ 場　所　川西町フレンドリープラザ
■ 日　程　受付　　　午前９時３０分～

記念撮影　午前９時４５分～
式典　　　午前１０時３０分～１１時
記念行事　午前１１時１０分～１２時

■ 対象者　平成５年４月２日から平成６年４月１
日までに生まれた町内在住者及び町立
中学校卒業者

※今年の成人式の対象者には、４月上旬にご案内状
を発送しています。
※会場には、一般席を準備いたしますので、ご家族
の方もご同席いただきご祝福ください。
問町まちづくり課 生涯学習グループ ☎４２－６６６８

募集人員
３名
程度

観光ボランティアガイド募集

　ふるさと川西町を一緒に案内しませんか。
　「ダリヤの里かわにし案内人」は、川西ダリヤ園
及び置賜公園ハーブガーデンでの観光ガイドや羽前
小松駅発着のまちなか案内等の活動をしています。
　他に先進地視察研修や他地域のガイドとの交流会
などもあります。
　川西に来られた観光者と交流したい方、川西の魅力
をもっと知りたい方、一緒に学び楽しく活動しましょう。
―――ダリヤの里かわにし案内人（会長：保科敬子）

申込先・問川西町観光協会事務局 ☎５４－１５１５

★「第１回フラワー長井線スマイルプロジェクト１００」を開催します
●「フラワー長井線スマイルプロジェクト１００」とは
　１００周年を迎えたフラワー長井線を皆様と一緒に祝うため、沿線から列車に手を振るスマイルプロジェクトをメ
インに、地域プロモーションビデオの制作やインターネットなどの広報で地域情報を発信しＰＲしていくものです。
●参加者募集！
　「第１回フラワー長井線スマイルプロジェクト」が
以下のとおり開催されます。フラワー長井線の沿線か
ら列車に向かって手を振ってください！列車の中から
撮影した動画は、ＷＥＢサイトや観光プロモーション
ビデオ等で全国に発信していきます。
■ 日　時　４月１９日㈯　１４時２５分集合
　　　　　（列車通過１４時５２分頃）
■ 場　所　西大塚駅
※目立つ格好や横断幕、パフォーマンス等大歓迎です。
時間や場所などの詳しい情報は、随時公式サイトで配
信いたします。http://www.smileproject100.com

●サポーター募集！
　「フラワー長井線スマイルプロジェクト
１００」の開催をサポーターになって応援
しませんか？本プロジェクトに賛同してい
ただける個人もしくは企業より協賛金を募
りますので、ご協力をお願いいたします。
■ 申込場所　町まちづくり課
　　　　　  １口１００円の協賛金よりお申込できます。
■ 特　典　オリジナルうちわをプレゼント！
　　　　　 また、１万円以上支援してくださる企業・

団体および希望する個人の方のご芳名を公
式サイトや動画に掲載させていただきます。

＞＞＞ ★ マークについてのお問い合わせ
問町まちづくり課 地域づくり推進室
 ☎４２－６６１３　ＦＡＸ . ４２－２１１０

★ 自治会加入のご案内
　自治会は、同じ集落内に居住し生活の圏域を共にす
る人たちで構成し、隣近所の親睦と融和をはじめ、生
活環境の向上や防犯対策を進める住民自治組織です。
　自治会に加入していただくと、町からのお知らせや、
地域の行事等のお知らせが定期的に届くようになります。
　自治会に未加入の方は、自治会に加入し、住みやす
い、明るい地域づくりに参加してみませんか。
●自治会に加入するには
　ご近所の方、自治会の役員にお尋ねいただくか、町
まちづくり課へお問い合わせください。
※会費や活動内容等は自治会によって異なりますので、
詳細は自治会へお問い合わせください。

★ 男女共同参画の
まちづくり会議委員募集
　町では、「川西町男女共同参画のまちづくり会議」
を設置し、男女共同参画計画の評価や施策に関する意
見をいただいております。
　このたび、委員が任期満了を迎えることから、下記
のとおり委員を募集します。ぜひご応募ください。
■ 応募資格　町内在住または在勤の１８歳以上の方
■ 任　　期　２年間　　　■ 会議回数　年２回程度
■ 応募方法　応募用紙に所定の事項を記入し、まち

づくり課へ郵送又はＦＡＸでお申し込
みください。

■ 応募用紙　町まちづくり課、各地区交流センター、
町のホームページにあります。

■ 応募締切　５月１日㈭

川西夏まつり 
期日と会場が決定！
　今年の夏まつりは８月１０日に決定！
　会場は川西町フレンドリープラザ周辺に
変更になります。
　詳しい内容は町報５月号でお知らせします。
■ 期　日　８月１０日㈰
■ 会　場　川西町フレンドリープラザ周辺
問川西夏まつり実行委員会事務局
（町まちづくり課 生涯学習グループ内）
☎４２－６６６８

定例監査の結果をお知らせします
○監査種類　
地方自治法第１９９条第４項及び川西町監査の執行
に関する条例第２条の規定に基づく定例監査

○監査執行期日及び監査対象課等
　平成２６年２月２６日　出納検査課、農地課
　平成２６年２月２８日　住民生活課、健康福祉課
○監査対象事項
対象所管課等の主として平成２５年度における財務
に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理に関
する次の事項
（１) 歳入の調定及び収納に関すること。

（２) 歳出の予算経理に関すること。
（３) 町補助金等の交付決定に関すること。
（４) 支出負担行為における入札及び契約に関すること。
（５) その他、必要と認める事項
○監査の手続き
　各課が所管する財務に関する事務の執行及び経営
に係る事業の管理に関する事項について、適法性、
効率性に留意し関係書類、資料の提出を受け、書類
監査及び関係職員からの聴き取りを行った。

○監査結果
　監査対象事項においては、適正に処理されていた。
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✿

✿

Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

健康カレンダー 問町健康福祉課 健康グループ
☎４２－６６４０

健康情報ひろば

〜
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
〜

母子健康手帳交付
〈期　　日〉５月１２日㈪、２６日㈪
〈受付時間〉９：００～１６：３０
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈持ち物〉妊娠届出書

ママパパ教室
〈期　　日〉５月２０日㈫
〈受付時間〉１３：１５～１３：３０
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉初妊婦とその夫
〈申込方法〉５月１３日㈫まで電話で申し込み
〈持ち物〉母子健康手帳

９・１０か月児健康教室
〈期　　日〉５月２１日㈬
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉平成２５年７月～８月生まれの幼児
〈持ち物〉母子健康手帳、タオル、おむつ
※日中保育されている方も付き添ってください。

１歳６か月児健康診査
〈期　　日〉５月２３日㈮
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉平成２４年１０月～１１月生まれの幼児
〈持ち物〉母子健康手帳、タオル、おむつ、問診票、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４６－５５１１

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

子育て支援（旧乳幼児）医療証を交付します
４月末で更新が必要な方は、
１歳児から小学６年生までの誕生日が
４月２日から５月１日生まれの方 です。
〈受　　付〉４月２３日㈬～４月３０日㈬
〈持 ち 物〉①印鑑　②お子さんの健康保１険証
③平成２５年１月１日に本町に住所がない方は、扶
養者の平成２４年分の所得額と控除額のわかる書類
※証の有効期限は、お子様の誕生月の末日までとなって
います。有効期限切れの証を医療機関で提示すると、
自己負担額を請求される場合がありますので、有効
期限が切れる前にすみやかに更新手続きください。

※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い
合わせください。

問町健康福祉課 医療給付グループ ☎４２－６６４０

適正受診を心がけましょう
★今月のポイント★　
　休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急
性の高い患者さんを受け入れるためのものです。
医療機関への受診や家庭での対処法について判断
に迷うときは「小児救急電話相談（#8000）」で
専門的なアドバイスを受けることができますので
ご利用ください。皆さんが必要な時に安心して医
療を受けられるよう、ご協力をお願いします。

地域包括支援センターの紹介
　地域包括支援センターは、高齢者の総合的な支援を行うための拠点で、健康福祉
課内にあります。主任ケアマネジャー、保健師、社会福祉士など専門職が中心とな
り「チーム」で活動しています。高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすことが
できるように、さまざまな職種や機関の人たちと連携し高齢者の生活全体を支援し
ます。

★地域包括支援センターでは
　高齢者本人からだけでなく、家族、近隣の方からも高齢者に関する相談を受け付
けています。まずはご連絡ください。

　　　認知症のはじまりかも
　　・いつも探し物をしている
　　・怒りっぽい
　　・だらしがない
　　・何もしたくない　

　　　主治医や地域包括支援センターに
　　　早めに相談を。

ぴかぴか歯っぴい教室

〈期　　日〉５月２２日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉①平成２４年５月生まれの幼児

【受付時間】１３：２０～１３：３０
②平成２５年３月、平成２３年５月、
１１月生まれの幼児ほか
【受付時間】１３：３０～１４：００
③妊婦及び夫
【受付時間】１３：５０～１４：００

〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

４月から受付時間が
午後になりました！

献　　血
〈期　　日〉４月２４日㈭
〈受付時間〉９：００～１１：００
〈場　　所〉川西町中央公民館
〈対象者〉１６～６９歳の健康な方
〈持ち物〉献血カード

予防接種のお知らせ
　以下の予防接種は、下記生年月日になるお子さ
んが対象になっております。詳細については、個
別に通知しておりますのでご確認下さい。
＜平成２６年度予防接種対象者＞
◆ジフテリア・破傷風予防接種
　平成１４年４月２日～平成１５年４月１日生まれ

（小学６年生）
◆麻しん風しん予防接種
　【第２期】小学校就学前 1年間にあるお子さん（年長児）
　平成２０年４月２日～平成２１年４月１日生まれ
◆日本脳炎予防接種
　【第２期】平成８年４月２日～平成９年４月１日
※他の年代については、順次ご案内します。

健康や介護のこと
・今の健康を維持したい
・心身の衰えが気になる
・介護保険のサービスを

利用したい

財産や権利のこと
・一人暮らしで財産の管理が心配

・悪質商法にだまされた
・虐待を受けている

このようなことも相談してください
・近所から大声がきこえてくる

　・認知症に関して気になることがある

　　　主治医や地域包括支援センターに

✿

❀

❀

✿

認知症
コラム

　　  介護者のつどい
　　  （認知症）
■ 日時　５月２８日㈬
　 午前１０時～１１時３０分
■ 場所　生きがい交流館

ご案内
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Ｐ
Ｍ
２
・
５
注
意
喚
起　

に
つ
い
て

　

県
で
は
、
国
の
微
小
粒
子
状
物

質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
に
関
す
る
注

意
喚
起
に
係
る
暫
定
指
針
を
踏
ま

え
、
県
内
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｍ
２
・

５
濃
度
が
暫
定
基
準
（
日
平
均
値

70
㎍
（
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
）
／
㎥
）

を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
る
場
合

に
、
注
意
喚
起
情
報
を
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
日
平
均
70
㎍
／
㎥

を
越
え
る
値
は
観
測
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
注
意
喚
起
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
な
る
べ
く
外
出
や
屋
外

で
の
長
時
間
の
激
し
い
運
動
を
控

え
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
１
㎍
＝
１
㎎
の
１
０
０
０
分
の
１

【
注
意
喚
起
の
実
施
に
つ
い
て
】

　

毎
朝
の
測
定
結
果
を
も
と
に
予

測
を
行
い
、
暫
定
基
準
を
超
え
る

と
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
日

の
午
前
７
時
30
分
頃
ま
で
に
、
山

形
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
本
県
に
お

け
る
Ｐ
Ｍ
２
・
５
（
微
小
粒
子
状

物
質
）
の
測
定
状
況
に
つ
い
て
」

へ
注
意
喚
起
情
報
を
掲
載
す
る
と

と
も
に
、
ニ
ュ
ー
ス
・
ラ
ジ
オ
等

で
速
や
か
に
情
報
提
供
し
ま
す
。

　

な
お
、
県
内
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の

状
況
は
、
上
記
の
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
常
時
公
表
し
て
い
ま
す
。

問
山
形
県
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部　

水
大
気
環
境
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
３
３
８

山
形
県
消
費
生
活　
　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

県
で
は
消
費
生
活
に
関
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「
山
形
県
消

費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
県
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
方
で
、
悪
質
商
法
に
よ
る
被

害
防
止
な
ど
、
消
費
生
活
に
関
心

の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限
：
５
月
30
日
㈮

▼
申
込
先
・
問
山
形
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

３
２
３
７

第
38
回
全
国
育
樹
祭
式
典

行
事
参
加
者
募
集

▼
開
催
日
：
10
月
12
日
㈰

▼
会
場
：「
山
形
県
遊
学
の
森
」

　
（
金
山
町
大
字
有
屋
１
７
６
１
）

▼
応
募
期
間
：
4
月
10
日
㈭
〜　

５
月
30
日
㈮
※
当
日
消
印
有
効

▼
申
込
方
法
：
所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
電
子
申

請
ま
た
は
持
参
に
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先
：
町
農
地
課 

農
村
林

務
グ
ル
ー
プ

▼
そ
の
他
：
申
込
書
は
町
農
地
課

農
村
林
務
グ
ル
ー
プ
に
用
意
し

て
い
ま
す
。
ま
た
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ご
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
県
全
国
育
樹
祭
推
進
室

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

３
２
８
２

問
町
農
地
課
農
村
林
務
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
４
６

詩
吟
教
室
の
ご
案
内

　

川
西
吟
友
会
で
は
無
料
体
験
講

座
（
２
か
月
・
全
６
回
）
を
開
催

し
ま
す
。
吟
詠
は
、
大
き
な
声
を

出
し
て
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
た

り
、
腹
式
呼
吸
で
健
康
維
持
や
老

化
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
友

達
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
申
込
先
・
問
川
西
吟
友
会

舟
山
昭
一
☎
42

－

２
８
２
７

加
藤
と
み
ゑ
☎
42

－

４
７
１
３

佐
藤
正
昭
☎
42

－

２
４
２
７

中
山
俊
夫
☎
42

－

３
３
２
５

心
の
健
康
相
談　
　
　

（
精
神
保
健
福
祉
相
談
） 

▼
日
時
・
場
所
：
①
米
沢
会
場
：

置
賜
保
健
所
（
米
沢
市
金
池
３

－

１

－

26
）
毎
月
第
２
木
曜
日 

午
後
２
時
30
分
〜
（
原
則
）

　

②
長
井
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁

西
庁
舎
（
長
井
市
高
野
町
２

－

３

－

１
）
毎
月
第
３
水
曜
日 

午
前
10
時
〜
（
原
則
）

※
個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

相
談
無
料
・
要
電
話
予
約
。

▼
申
込
先
・
問
置
賜
保
健
所　
　

精
神
保
健
福
祉
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
１
５

平
成
26
年
度
農
業
経
営

実
践
講
座
の
開
講

　

置
賜
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
農

業
技
術
普
及
課
で
は
農
業
経
営
に

必
要
な
知
識
、
専
門
技
術
を
学
ぶ

講
座
を
開
講
し
ま
す
。

▼
開
講
式
：
○
日
時
：
５
月
８
日

㈭
午
後
１
時
〜

　

○
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
産
業

経
済
部
農
業
技
術
普
及
課
（
高

畠
町
大
字
福
沢
１
６
０
）

▼
講
座
名
：
米
づ
く
り
講
座
、
果

樹
講
座
、
野
菜
講
座
、
花
き
講

座
、
農
産
加
工
基
礎
講
座
（
起

業
支
援
）、
パ
ソ
コ
ン
農
業
簿

記
基
礎
講
座

▼
受
講
料
：
無
料

▼
申
込
期
限
：
５
月
１
日
㈭

▼
申
込
・
問
置
賜
総
合
支
庁
産
業

経
済
部
農
業
技
術
普
及
課

☎
０
２
３
８

－

57

－

３
４
１
１

第
10
回
ま
ど
か
カ
ッ
プ

３
時
間
耐
久
Ｍ
Ｔ
Ｂ
大
会

　

今
年
の
10
回
記
念
大
会
に
竹
谷

賢
二
さ
ん
（
ス
ペ
シ
ャ
ラ
イ
ズ
ド

ジ
ャ
パ
ン
）
が
参
戦
し
ま
す
。

▼
日
時
：
５
月
４
日
㈰

　

午
前
９
時
45
分
〜（
雨
天
決
行
）

▼
場
所
：
川
西
ダ
リ
ヤ
園
周
辺
特

設
コ
ー
ス

▼
ク
ラ
ス
：【
３
時
間
耐
久
】
①

ソ
ロ
（
45
歳
以
下
・
46
歳
以

上 

３
０
０
０
ｍ
）
②
チ
ー
ム

（
男
子
・
女
子
・
混
合　

約

３
０
０
０
ｍ　

３
人
編
成
ま

で
）【
ジ
ュ
ニ
ア
】
①
幼
児
（
補

助
輪
あ
り　

２
０
０
ｍ
）
②
幼

児
（
補
助
輪
な
し　

２
０
０

ｍ
×
２
周
）
③
小
学
１
・
２
年

（
１
０
０
０
ｍ
）
④
小
学
３
・
４

年
（
１
０
０
０
ｍ
×
２
周
）
⑤

小
学
５
・
６
年
（
２
０
０
０
ｍ
）

▼
参
加
費
：
大
人
３
０
０
０
円

　

ジ
ュ
ニ
ア
２
０
０
０
円

問
チ
ー
ム
白
猿　

本
間
翼

☎
42

－

２
３
８
１

募
　
集

催
　
し

町
長
　
原
　
田
　
俊
　
二

い
の
ち
を
守
る

　
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
８
日
は
小
中

学
校
の
入
学
式
が
あ
り
、
私
は
大
塚
小
学
校

の
入
学
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
男
子
９
名
女

子
13
名
の
ぴ
か
ぴ
か
の
新
入
生
を
迎
え
、
在

校
生
も
先
生
や
保
護
者
も
み
ん
な
に
こ
に
こ

と
明
る
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
良
い
式
典
で

し
た
。
態
度
も
あ
い
さ
つ
も
立
派
で
成
長
し

た
姿
に
感
激
し
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
喜
び
も
十
分
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
他
の
学
校
も
同
じ
光
景
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
祝
辞
で
「
命
と
仲
間
を
大
切
に
」
と

話
し
ま
し
た
が
、
一
番
は
楽
し
い
学
校
生
活

で
す
。
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
の
学
校
を
作
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　
私
自
身
振
り
返
っ
て
も
、
入
学
式
、
運
動

会
、
卒
業
式
と
子
供
た
ち
の
節
目
節
目
の
行

事
に
参
加
し
、
そ
の
都
度
子
供
た
ち
の
成
長

が
伝
わ
り
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
新
入
生
皆
さ
ん
の
限
り
な
い
成
長
を
お

祈
り
し
ま
す
。 

　
３
月
15
日
、
川
西
町
内
で
の
死
亡
事
故
ゼ

ロ
千
日
を
達
成
し
ま
し
た
。
23
年
６
月
19
日

上
小
松
で
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
か
ら
交
通

安
全
団
体
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
死
亡
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
内
で
４
番

目
、
置
賜
で
は
最
長
の
記
録
で
ご
協
力
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
こ
の
間
、

記
録
さ
れ
な
い
死
亡
事
故
や
大
け
が
を
さ
れ

た
重
大
事
故
も
発
生
し
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
を
思
い
お
祝
い
な
ど
は
せ
ず
こ
の
記
録
を

続
け
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
さ
ら
な
る
交
通

安
全
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　
交
通
事
故
を
は
じ
め
様
々
な
事
故
に
は
必

ず
原
因
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
発
生
し
て
か

ら
あ
の
時
も
っ
と
注
意
し
て
い
た
ら
と
後
悔

す
る
こ
と
が
常
の
よ
う
で
す
。
誰
も
が
悲
惨

な
事
故
に
遭
わ
な
い
起
こ
さ
な
い
た
め
の
行

動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
自
分
自
身

に
次
の
こ
と
を
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。
①

自
動
車
は
便
利
だ
け
ど
人
を
傷
つ
け
る
（
凶

器
）
②
心
に
余
裕
（
あ
せ
る
と
大
事
な
も
の

を
見
落
と
す
）③
自
分
は
運
転
が
下
手
だ（
ス

ピ
ー
ド
を
抑
え
る
）
④
３
台
前
の
車
の
動
き

に
注
意
（
用
心
深
く
）
運
転
マ
ナ
ー
と
し
て

は
車
の
流
れ
に
沿
っ
た
運
転
も
必
要
で
す
が
、

も
し
事
故
を
起
こ
し
た
ら
と
心
を
戒
め
、
あ

ら
ゆ
る
状
況
を
予
想
し
慎
重
な
運
転
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。 

　
も
う
す
ぐ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
楽
し

い
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い
作
る
た
め
に
も
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 20：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

フレンドリー
プラザ

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『レンズが撮らえた幕末明治の富士山』　

●５月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

１『教室はまちがうところだ』 　　
蒔田晋治作 長谷川知子絵 子どもの未来社

２『ランドセルのはるやすみ』　　
村上しいこ作　長谷川義史絵　PHP研究所

５月１８日㈰　１４：００～　参加費無料

小沢健志　高橋則英監修　山川出版刊
日本人は、その雄大な姿に感動し、思わず拝ん
でしまいます。なぜこれほどまで日本人に好か
れ、富士山信仰まで生まれたのか、幕末から明
治にかけて撮られた富士山の写真を全国各地か
ら集め、写真と共に掲載しています。富士山の
エネルギーをたっぷりと貰いたいですね。

新学期におすすめの2冊です。1は「まちがい
をおそれちゃいけない わらっちゃいけない」と
教室のみんなで読む絵本。2は「ランドセルが
遠足に連れていってほしい」とせがむお話。ど
ちらのお話も新学期まっさきに読みたい本です。

●遅筆堂文庫読書会

●おはなし会
５月１０日㈯　１０：３０～１１：００　おはなしのへや
おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

●朗読セミナー

本に囲まれたボランティアをしてみませんか。詳しくは図書館まで。

６月１８日㈬　１８：００～　開催
元ＮＨＫアナウンサーの講師。詳しくは図書館まで。

■プラザ寄席『落語 入船亭扇辰独演会』

６
２１㊏

【開　演】１９：００開演
【場　所】フレンドリープラザ
　　　　 ロビー特設寄席
【前売価格】
 PLA's 会員 ２５００円 
一 般 ２８００円
高校生以下 １５００円 
※当日２００円増し

■２０１４年度
　川西町フレンドリープラザ主な事業
　今年はフレンドリープラザが開館して２０周年です。さま
ざまな楽しい事業が目白押し！ ぜひ、おいでくださいませ。
★５/１１㈰　こまつ座「兄おとうと」 
★６/２１㈯プラザ寄席「入船亭扇辰独演会」 
★８/２９㈮・３０㈯  フレンドリークリニック修了コンサート（予定）
★８/２㈯・８/３㈰　プラザ２０周年記念事業 
★１０/２４㈮　こまつ座「きらめく星座」 
★１１/１８㈫　二兎社 「鴎外の怪談」
★１２/７㈰　「アミューズ・クインテッド」コンサート
　木のぬくもり～木管五重奏の温かな音色に癒される～
＊他、シニア演劇、子ども演劇教室の発表やクリスマス　
フェスタ、映画など、盛りだくさんです！ 

■川西町フレンドリープラザ附属 子ども演劇教室
　新規受講生募集中！
　フレンドリープラザ附属子ども演劇教室では、歌やダ
ンス、ことば遊びをとおして、ことばをきちんと伝え、
表現する楽しさを学んでいます。プラザの舞台でたくさ
んの仲間といっしょに演劇をしてみませんか！
◆練　　習／土曜日１４：００～１６：００　月３回程度
　　　　　　（夏の合宿や演劇鑑賞会などがあります。）
◆練習場所／フレンドリープラザ・舞台
◆公　　演／年２回程度、フレンドリープラザで公演
◆募　　集／平成２６年度の小学２年生～中学生（２０名程度）
◆申込締切／４月１９日㈯　 ◆開  講  日／４月２６日㈯
◆授  業  料／月１，５００円　１０か月分（合宿費・演劇
　　　　　　鑑賞会費等は別途お願いいたします。）
◆申込方法／川西町フレンドリープラザに電話・ＦＡＸ・
　　　　　　メールにてお申し込みください。

１

２

【開　演】１３：００ （１２：３０開場）
【場　所】フレンドリープラザ・劇場
【料　金】PLA's 会員 ５０００円 
　　　　 一 般 ５５００円
　　　　 青少年育成席 １０００円
　　　　 チケット好評発売中！

■こまつ座１０５回公演『兄おとうと』

５
１ １㊐

井上ひさし・作　　鵜山仁・演出
キャスト・辻萬長、剣幸
大鷹明良、小嶋尚樹
宮本裕子、高橋紀恵

全席指定

…３月分届出…

「戸籍の窓」に掲載を希望しない方は、
届出の際に窓口（町住民生活課）でお
伝えください。

　　　　８人

　　　　  　２２人

080̶6008̶8330
080̶6008̶5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

期　　間 当番店（社） 電話番号

４月１４日～２０日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

４月２１日～２７日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業㈱ ☎４２－４１１１

４月２８日～５月４日 ㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０

５月５日～１１日 ㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

５月１２日～１８日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

４月の町税等

●軽自動車税
●上下水道使用料（３月概算分）

口座振替日　４月２８日㊊
納付期限　　４月３０日㊌

川西町の人口

４月・５月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころの健康相談）

５月１２日㈪・２６日㈪
午後１時～４時 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
特設人権相談 ５月７日㈬

午後１時３０分～４時
健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

弁護士
消費生活相談

５月１４日㈬
午後２時～４時

町役場相談室
（町役場１F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 ５月２１日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

５月

16,618 人（－ 72）
男　　　8,126 人（－ 34）
女　　　8,492 人（－ 38）
世帯数　5,200世帯 (－ 6)

※３月末日現在の住民基本台帳人口

死亡者 年齢 世帯主 大字
佃　　　武 87 武 上小松
米野　はな 92 昇 中小松
渋谷　房子 93 房子 時　田
髙橋　よし 92 章 上小松
青木　ミツ 95 ミツ 時　田
遠藤　清一 89 清一 莅
押野　カネ 68 カネ 下小松
山口　行雄 85 行雄 大　塚
有坂　義男 98 健一 上小松
飯澤みよ子 84 文雄 中小松
渡部　惠一 84 惠一 上小松
和田　文子 81 文子 吉　田
中島　榮子 85 孝一 上小松
紺野　　浩 83 浩 中小松
島貫　　朋 70 登代子 小　松
石田いち子 85 志朗 下小松
大津しげ子 98 孝一 西大塚
竹田　　實 89 實 時　田
渡邉　りを 91 道廣 下奥田
平間　綾子 81 晋太郎 時　田
八嶋てる子 84 啓一郎 上小松
村田　鎭雄 88 邦夫 上小松

出生子 性別 保護者 大字

槇　　美
みさき
咲 女 宏和・ 春美 高　山

佐藤　秀
しゅうや
哉 男 秀喜・美希子 中小松

大山　　凜
りん
女 充 ・ 紗希 東大塚

細谷　結
ゆ あ
愛 女 吉和・ 美和 上小松

長澤　　希
のぞみ

女 朋人・ 泉 下奥田
片倉　　彩

あや

女 望 ・ 智子 上小松
菊地　　駆

かける

男 健太・ 成美 西大塚
木村　悠

ゆうま

真 男 裕二・ 圭菜 洲　島

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-touroku
@town.kawanishi.yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-taikai
@town.kawanishi .yamagata.jp】

災害情報を配信する「登録制メール」をご活用ください

　　　　５組
新郎　　　　　　　新婦 大字

神野　昭彦 ♥ 松田みなよ 朴　沢
佐藤　弘明 ♥ 佐藤千恵美 上小松
鈴木　泰二 ♥ 平井奈都美 洲　島
島貫　敬之 ♥ 管成　葉月 大　塚
金子　洋平 ♥ 浦山亜希子 西大塚

　朋
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２０１４年４月１５日

５月９日金 １０日土 １１日日
❖ 時  間　午前１０時～午後４時
❖ 場  所　川西ダリヤ園多目的広場
　　　　　（浴浴センターまどか隣）
❖ 内  容　川西産ダリヤの球根販売
　　　　　川西産切り花や花苗などの販売など

問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５

５月９日金 １０日土 １１日日
❖ 時  間　午前１０時～午後４時

川西ダリヤ園

スプリングフェア2014
～球根直売会～
約１５０種類のダリヤの球根を、花の写真を見なが
ら選んで買うことができる全国でも珍しいイベント
です。ご自宅でお気に入りのダリヤを育てて癒しの
ひとときを過ごしてみませんか？

❖ 日　付　5月～１１月の第 2土曜日

５月１０日　６月１４日
７月１２日　８月９日
９月１３日　１０月１１日
１１月８日

❖ 時　間　午前 7時～８時３０分
❖ 場　所　ＪＡ山形おきたま川西支店
　　　　　 東側駐車場
※雨天時、１１月は川西町中央公民館大ホールで開催

ニュースタイル朝市

こまつ市
今年最初のこまつ市は
5月１０日土に開催します！

問こまつ市実行委員会事務局（町産業振興課内） 
☎４２－６６９６

✿ 出店者募集！
こまつ市に参加して、一緒に町を盛り上げませんか？
自慢の野菜や漬物、お菓子などを売りたい方々を大募集
します！売りたいけど売り方がわからないといった方も、
１回だけの参加も出来ますので、お気軽にご相談くださ
い。詳しい内容は下記事務局までお問い合わせください。

✿ ダリヤ栽培講習会
❖ 日　時　５月９日金、１０日土、１１日日
　　　　　 午後１時～
❖ 場　所　川西ダリヤ園多目的広場
❖ 参加費　無料
ダリヤ球根の植え方、育て方についての講習会を会
場にて開催します。講習会では実際にダリヤ園でダ
リヤを栽培しているプロが説明します。お気軽にご
参加ください。

置賜最大級の朝市である「こまつ市」も皆様のお陰
で８年目を迎えました。今年も、朝食が食べられる
朝市として、“うまいもん”を取り揃えて開催しま
すので、ぜひお越しください！イベントを随時開催
しますので、お見逃しなく！
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川西町ホームページ
http://www.town.kawanishi.yamagata.jp

改築を行っていた羽前小松駅舎が完成し、３月22日に竣工式典とオープニング
セレモニーが行われました。写真は出発の合図を行う「１日駅長」となった小松小
学校１年（３月22日現在）の森谷玲央くんと遠藤奏奈さん。（→関連記事P10）

主な内容
小松小学校新設ほか P2～4
新農業委員紹介 P5
平成26年度川西町職員配置 P6～7
町のニュース P10～11

改築を行っていた羽前小松駅舎が完成し、３月22日に竣工式典とオープニング
セレモニーが行われました。写真は出発の合図を行う「１日駅長」となった小松小
学校１年（３月22日現在）の森谷玲央くんと遠藤奏奈さん。（→関連記事P10）

生まれ変わった
羽前小松駅

かわにし


	P01表紙
	P02-3小松小新設2
	P05川西交流館
	P06-7職員配置図
	P08-9食、インフル、年金
	P11町のニュース
	P12-13若者未来塾活動報告会
	P14
	P18-21町からのお知らせ
	P22
	P26プラザ

